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このテキストを使
つか

う みなさんへ 

 

このテキストは、海
かい

洋
よう

土
ど

木
ぼく

工
こう

の仕
し

事
ごと

と、仕
し

事
ごと

するときに知
し

っていて役
やく

に立
た

つことを書
か

いています。テキストは、かんたんな日本語
に ほ ん ご

を使
つか

ってい

ますが、むずかしい ことばも 書
か

かれています。 

 

✓ むずかしい日本語
に ほ ん ご

に ついて 

 このテキストの なかで よく使
つか

っている むずかしい日本語
に ほ ん ご

は、ベトナ

ム語
ご

と いっしょに整
せい

理
り

し、次
つぎ

のページに書
か

きました。また、海
かい

洋
よう

土
ど

木
ぼく

工
こう

が専
せん

門
もん

に使
つか

う日本語
に ほ ん ご

は、テキストの中
なか

で説
せつ

明
めい

しています。 

 

✓ 長
なが

さ、重
おも

さ、時
じ

間
かん

に ついて 

 日本
にほん

で使
つか

う長
なが

さ、重
おも

さ
さ

、時
じ

間
かん

は、世
せ

界
かい

で広
ひろ

く使
つか

っているルールを使
つか

っ

ています。 

① 長
なが

さ ｍ （めーとる） 

 １０００ ｍ ＝ １ ｋｍ（きろ めーとる） 

 １ ｍ   ＝ １００ ｃｍ（せんち めーとる） 

 １ ｃｍ   ＝ １０ ｍｍ（みり めーとる） 

② 重
おも

さ ｋｇ（きろ ぐらむ） 

 １０００ ｋｇ＝ １ ｔ（とん） 

 １ ｋｇ  ＝ １０００ ｇ（ぐらむ） 

③ 時
じ

間
かん

 秒（びょう） 

 ６０ 秒  ＝ １ 分（ふん） 

 ６０ 分  ＝ １ 時間（じかん） 

  



 

 

No. 
５０ 

音
おん

順
じゅん

 
日本語
に ほ ん ご

 よみかた ベトナム語
ご

 

1 あ 安定する あんていする Ổn định 

2 い 移動、移動する いどう、いどうする Di chuyển 

3 う 浮く うく Nổi 

4  打ちこむ うちこむ đóng vào 

5 お 下ろす おろす Tháo dỡ xuống 

6  音波 おんぱ Sóng âm thanh 

7 か 海底 かいてい đáy biển 

8  傾く かたむく nghiêng 

9  完成、完成する かんせい、かんせいする hoàn thành 

10 き 機械 きかい đáy móc 

11  器具 きぐ trang bị 

12  基礎 きそ nền móng 

13  距離 きょり khoảng cách 

14 け 建設する けんせつする xây dựng 

15 こ 構造物 こうぞうぶつ công trình 

16 し 資格 しかく chứng chỉ chuyên môn 

17  指示 しじ chỉ thị 

18  施設 しせつ nền móng 

19  地盤 じばん nền đất 

20  指名する しめいする đề cử 

21  種類 しゅるい chủng loại 

22  振動する しんどうする rung 

23 す 据付る すえつける lắp đặt 

24  図面 ずめん bản vẽ 

25 せ 製作 せいさく sản xuất 

26  整備 せいび trang bị  

27  設置する せっちする lắp đặt 

28 た 打設する だせつする đổ bê tông 

29 ち 調査 ちょうさ khảo sát 

30  調整する ちょうせいする điều chỉnh 

31 つ つかみ取る つかみとる nắm lấy 



 

 

No. 
５０ 

音
おん

順
じゅん

 
日本語
に ほ ん ご

 よみかた ベトナム語
ご

 

32  つなぐ つなぐ kết nối 

33  積みこむ つみこむ Tải lên 

34  つり上る つりあげる Nâng lên 

35 て 凸凹 でこぼこ lồi lõm 

36  手順 てじゅん thủ tục 

37  点検、点検する てんけん kiểm tra 

38 と 土砂 どしゃ bùn cát 

39  取りかえる とりかえる thay thế 

40  取り出す とりだす lấy ra 

41  取り付ける とりつける lắp vào 

42  取りのぞく とりのぞく loại bỏ 

43 な 投げ入れる なげいれる ném vào 

44 は 配置する はいちする bố trí 

45  端 はし chố góc 

46  離れる はなれる rời khỏi 

47 ひ 表示 ひょうじ biểu thị 

48  表面 ひょうめん bề mặt 

49  品質 ひんしつ chất lượng 

50 ふ 防ぐ ふせぐ ngăn chặn 

51 ほ 報告する ほうこくする báo cáo 

52  法律 ほうりつ pháp luật 

53  保管する ほかんする bảo quản 

54 ま 巻き上げる まきあげる kéo và cuộn dây lại 

55  巻く まく cuộn lại 

56  巻き取る まきとる cuộn lại và cất đi 

57 も 目標 もくひょう mục tiêu 

58 ゆ ゆれる ゆれる rung  

59 よ 溶接する ようせつする Hàn  

60 れ 例 れい Ví dụ 
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1 

 

１．海洋
かいよう

土木
ど ぼ く

の工事
こ う じ

の かんたんな説明
せつめい

 

１.１ 海洋
かいよう

土木
どぼく

の工事
こうじ

 

①海洋
かいよう

土木
どぼく

とは、 港
みなと

、空港
くうこう

などの施設
しせつ

を海
うみ

や川
かわ

に建設
けんせつ

する 工事
こうじ

で

す。近年
きんねん

は、 港
みなと

や空港
くうこう

の他
ほか

に、海
うみ

に風 力
ふうりょく

発電
はつでん

タワーを 建設
けんせつ

す

ることもあります。 

 

 

図
ず

－１ 港
みなと

 

 



2 

 

 

図
ず

－２ 海
うみ

の空港
く う こ う

 

 

図
ず

－３ 海
うみ

の風力
ふうりょく

発電
はつでん

タワー 



3 

 

 

② 港
みなと

には、いろいろな施設
しせつ

があります。例
たと

えば、船
ふね

が とまる岸壁
がんぺき

、

波
なみ

が入
はい

ることを防
ふせ

ぐ防
ぼう

波
は

堤
てい

、船
ふね

が安全
あんぜん

に通
とお

る航路
こうろ

、工 場
こうじょう

などが建
た

つ 埋立地
うめたてち

などが あります。 

 

図
ず

－４ 港
みなと

の施設
し せ つ

 

 

③施設
しせつ

は、それぞれ非常
ひじょう

に大
おお

きなものです。船
ふね

がとまる岸壁
がんぺき

は、長
なが

さ

が２００~３００ｍになります。波
なみ

を防
ふせ

ぐ防波堤
ぼうはてい

は、コンクリートの

箱
はこ

などを海
うみ

に並
なら

べて つくります。ひとつの箱
はこ

が８階
かい

建
だ

ての ビルと

同
おな

じくらいの高
たか

さになるものも あります。 



4 

 

 

図
ず

－５ 岸壁
がんぺき

 の 例
れい

 

 

 

図
ず

－６ 防波堤
ぼうはてい

 の 例
れい

 

 

１.２ 海洋
かいよう

土木
どぼく

の工事
こうじ

の特別
とくべつ

な ところ 

①海洋
かいよう

土木
どぼく

は、海
うみ

で非常
ひじょう

に大
おお

きなものを建設
けんせつ

します。このため、人
ひと

の

力
ちから

だけで工事
こうじ

を 行
おこな

うことは できません。作業
さぎょう

船
せん

と言
い

われる特
とく

殊
しゅ

船
ふね

を 係 留
けいりゅう

する 岸 壁
がんぺき

 

施設
しせつ

の大部分
だいぶぶん

は海
うみ

の

中
なか

にあります 



5 

 

な船
ふね

を使
つか

って工事
こうじ

をします。 

 

 

図
ず

－７ 防波堤
ぼ うは てい

の工事
こ う じ

を行
おこな

う作業
さぎょ う

船
せん
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図
ず

－８ 作業
さぎょ う

船
せん

の例
れい

 

 

②海洋
かいよう

土木
どぼく

は、海
うみ

の深
ふか

い ところで工事
こうじ

を 行
おこな

います。このため、目
め

で

直 接
ちょくせつ

 見
み

ることができません。ソナーと言
い

われる海
かい

底
てい

の 形
かたち

を測
はか

る

ことができる機械
きかい

を使
つか

って工事
こうじ

をします。 

 

図
ず

－９ 海
うみ

の中
なか

を確認
かくにん

しながら作業
さぎょ う

する ようす 

グラブ 浚 渫
しゅんせつ

船
せん

 起重機
きじゅうき

船
せん

 

海 中
かいちゅう

の よう

すを 確 認
かくにん

しな

がら 浚 渫
しゅんせつ

を

行
おこな

っている 

海
かい

底
てい

の 地
ち

形
けい

と 深
ふか

さ

がわかる 
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③また、海
うみ

の中
なか

の作業
さぎょう

は、潜水士
せんすいし

と言
い

われる専門
せんもん

に訓練
くんれん

された人
ひと

が

行
おこな

います。最近
さいきん

では、機械
きかい

を使
つか

って海
うみ

の中
なか

の工事
こうじ

をすることも あ

ります。 

 

 

図
ず

－１０ 海
うみ

の中
なか

の工事
こ う じ

 

 

③海洋
かいよう

土木
どぼく

は、大
おお

きな波
なみ

が あるときは、作業
さぎょう

船
せん

が大
おお

きく ゆれるため、

潜水士
せんすいし

が運 転
うんてん

して石
いし

を ならべている 

潜水士
せんすいし

が 人 力
じんりょく

で石
いし

を ならべている 

水 中
すいちゅう

バックホウ 
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海洋
かいよう

土木
どぼく

の工事
こうじ

は できません。このため、工事
こうじ

を 行
おこな

うときは、工事
こうじ

が できるかどうかを確認
かくにん

するため、天気
てんき

や波
なみ

の予報
よほう

を いつも知
し

って

おく必要
ひつよう

が あります。 

 

図
ず

－１１  波
なみ

と波
なみ

の予報
よ ほ う

 

  

波 長
はちょう

 

波
なみ

 

波
なみ

の山
やま

 

波高
はこう

 

波
なみ

の谷
たに

 

波
なみ

の山
やま

 

テレビの 波
なみ

の 予報
よほう
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２．工事
こ う じ

の説明
せつめい

 

２.１ 浚 渫
しゅんせつ

工事
こうじ

と 埋立
うめたて

工事
こうじ

 

２.１.１ 目的
もくてき

 

①浚 渫
しゅんせつ

工事
こうじ

は、海
うみ

や川
かわ

などの底
そこ

の土砂
どしゃ

を取
と

りのぞく工
こう

事
じ

のことで

す。 

②浚 渫
しゅんせつ

工事
こうじ

の目的
もくてき

は、船
ふね

が安全
あんぜん

に通
とお

ることが できるように、海
うみ

や 

川
かわ

を深
ふか

くすること（航路
こうろ

浚 渫
しゅんせつ

）、船
ふね

が安全
あんぜん

に とまることが でき

る場所
ばしょ

を用意
ようい

すること（泊地
はくち

浚 渫
しゅんせつ

）、構造物
こうぞうぶつ

を建設
けんせつ

する場所
ばしょ

の 

凹凸
おうとつ

を取
と

りのぞくこと（床掘
とこぼり

浚 渫
しゅんせつ

）、海
うみ

や川
かわ

の底
そこ

に たまった汚
よご

れた 泥
どろ

を取
と

りのぞくこと（汚泥
おでい

浚 渫
しゅんせつ

）などが あります。 

 

図
ず

－１２ 浚渫
しゅんせつ

工事
こ う じ

 

 

③埋立
うめたて

工事
こうじ

とは、海
うみ

や川
かわ

に土砂
どしゃ

を集
あつ

めて 新
あたら

しい土地
と ち

を つくる工事
こうじ

のことです。 

④埋立
うめたて

工事
こうじ

の目的
もくてき

は、港
みなと

や空港
くうこう

を建設
けんせつ

すること、家
いえ

や工 場
こうじょう

のため

の土地
と ち

を つくることです。埋立
うめたて

工事
こうじ

では、浚 渫
しゅんせつ

工事
こうじ

によって 出
で

た

土砂
どしゃ

を使
つか

うことが あります。 

浚 渫 前
しゅんせつまえ

 浚 渫 中
しゅんせつちゅう

 浚 渫 後
しゅんせつご
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図
ず

－１３ 浚渫
しゅんせつ

工事
こ う じ

と埋立
うめたて

工事
こ う じ

 

 

２.１.２ 工事
こうじ

の方法
ほうほう

 

①浚 渫
しゅんせつ

工事
こうじ

は、海
うみ

や川
かわ

の底
そこ

の土砂
どしゃ

を取
と

りのぞく機械
きかい

をつけた作業
さぎょう

船
せん

を使
つか

って 行
おこな

います。浚 渫
しゅんせつ

工事
こうじ

には、「ポンプ浚 渫
しゅんせつ

」と 「グラブ

浚 渫
しゅんせつ

」の２つの方法
ほうほう

があります。 

②ポンプ浚 渫
しゅんせつ

とは、船
ふね

の先端
せんたん

に取
と

り付
つ

けたカッターヘッドと言
い

われ

る回
かい

転
てん

して土砂
どしゃ

を けずる機械
きかい

を海底
かいてい

に おろして、けずった土砂
どしゃ

と

海
うみ

の水
みず

を まとめて吸
す

って、海底
かいてい

を掘
ほ

っていきます。 

③ポンプ浚 渫
しゅんせつ

は、土砂
どしゃ

を取
と

りのぞく作業
さぎょう

が早い
はやい

ため、浚 渫
しゅんせつ

する場所
ばしょ

が広
ひろ

くて、たくさんの土砂
どしゃ

を取
と

りのぞく工事
こうじ

に使
つか

います。 

揚
よう

 土
ど

 

埋 立
うめたて

場所
ばしょ

 

浚
しゅん

 渫
せつ

 

運
うん

 搬
ぱん

 

浚
しゅん

渫
せつ

 

運
うん

搬
ぱん

 

揚土
ようど
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④ポンプ浚 渫
しゅんせつ

で吸
す

い上
あ

げた土砂
どしゃ

と海
うみ

の水
みず

は、船
ふね

に つないだ排
はい

砂管
しゃかん

と言
い

われるパイプを通
とお

して、埋立
うめたて

場所
ばしょ

に運
はこ

びます。 

 

 

図
ず

－１４ ポンプ浚渫
しゅんせつ

船
せん

 

 

⑤グラブ浚 渫
しゅんせつ

は、船
ふね

の先
さき

のクレーンに付
つ

けたグラブバケットと言
い

われ

る土
ど

砂
しゃ

を つかみ取
と

る機械
きかい

を海底
かいてい

に おろして、海底
かいてい

の土砂
どしゃ

を つか

み取
と

ります。大型
おおがた

ダンプトラック数台
すうだい

の土砂
どしゃ

を つかむことが でき

ます。 

⑥グラブ浚 渫
しゅんせつ

は、グラブバケットを使
つか

うため、ポンプ浚 渫
しゅんせつ

より固
かた

い 

土
つち

でも浚 渫
しゅんせつ

が できます。 

⑦グラブ浚 渫
しゅんせつ

で つかみ取
と

った土砂
どしゃ

は、土
ど

運
うん

船
せん

と言
い

われる 土砂
どしゃ

を運
はこ

ポンプしゅんせつ船（筑波丸）
筑波丸　姿図　諸元表

排 製 製
水 浚 排

船　名 ト 長 幅 深 喫 渫 送 造 造
ン 能 距 最 最
数 水 力 離 年 所

大 小

(t) (m) (m) (m) (m) (PS) (kW) (PS) (kW) (m3/ｈ） (m) (m) (m)

筑波丸 4,300 70.0 18.4 4.6 3.50 12,564 9,240 1,020 750 500 x2 1,200 6,500 32.0 7.5 1972 日立造船

用

(kW)(PS) (kW)

備
機
関

ン
プ

ポ

公　称　能　力

全 ラ　　

出　　　　力

装
浚

     ダ　 ポ　　

船 体 主 要 寸 法

渫

浚渫深度

5,3407,260

カ
ッ

 ｜   ン

      用
      プ

タ
｜

70.0m3.
5m

4.
5m

100.0m

18
.4
m

ラダー

ラダーポンプ

カッターシャフト
ラダーシャー

スパッドシャー

スパッド

船内管

スイングアンカー

排砂管（海底管）

フロータ管（海上管）

土捨場所へ

排砂系統

しゅんせつ土砂は
カッターヘッドより
吸い上げられ後方へ
送られます。

ラダー内吸入管から
送られてきた土砂は
メインポンプへ入り
船内管を通じて海上管へ
送られます。

カッターヘッド

ポンプ 浚 渫
しゅんせつ

船
せん

 

土砂
どしゃ

を吸
す

い上
あ

げる 

排
はい

砂 管
しゃかん

で

土砂
どしゃ

を埋 立
うめたて

場所
ばしょ

へ運ぶ
はこぶ

 

 

ポンプで

土砂
どしゃ

を送
おく

る 
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ぶ作業
さぎょう

船
せん

に積
つ

みこんで、埋立場所
うめたてばしょ

に運
はこ

びます。 

 

 

図
ず

－１５ グラブ浚渫
しゅんせつ

船
せん

 

 

２.１.３ 工事
こうじ

の手順
てじゅん

 

浚 渫
しゅんせつ

工事
こうじ

の手順
てじゅん

について、グラブ浚 渫
しゅんせつ

を例
れい

に説明
せつめい

します。グラ

ブ浚 渫
しゅんせつ

を 行
おこな

うためには、グラブ浚 渫
しゅんせつ

船
せん

と いっしょに いろいろな

作業
さぎょう

船
せん

を使
つか

います。 

グラブ 浚 渫
しゅんせつ

船
せん

 

土
ど

運
うん

船
せん

 

グラブバケット

で海 底
かいてい

の土砂
どしゃ

をつかんでいる 

グラブバケット

で海 底
かいてい

の土砂
どしゃ

を

つかむ ようす 
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図
ず

－１６ 浚渫
しゅんせつ

工事
こ う じ

の 手順
てじゅん

と 埋立
うめたて

工事
こ う じ

の 手順
てじゅん

 

 

①浚 渫
しゅんせつ

工事
こうじ

を 行
おこな

う 場所
ばしょ

の周
まわ

りに浮標
ふひょう

（ブイ）を置
お

きます。その周
まわ

りに安全
あんぜん

を知
し

らせるための船
ふね

（安全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

）を配置
はいち

します。工事中
こうじちゅう

①工事
こうじ

区域
くいき

の設置
せっち

 

②グラブ 浚 渫
しゅんせつ

船
せん

の 回 航
かいこう

 

③グラブ 浚 渫
しゅんせつ

船
せん

の固定
こてい

 

④グラブ 浚 渫
しゅんせつ

の開始
かいし

 

⑦ 浚 渫 後
しゅんせつご

の 深 浅
しんせん

測 量
そくりょう

 

⑧グラブ浚 渫
しゅんせつ

船
せん

の固定
こてい

の解除
かいじょ

と母港
ぼこう

への回航
かいこう

 

⑨工事
こうじ

区域
くいき

の解放
かいほう

 

⑤ 浚 渫
しゅんせつ

土砂
どしゃ

の土
ど

運
うん

船
せん

への

積
つ

みこみ 

⑥土
ど

運
うん

船
せん

から土砂
どしゃ

の埋 立
うめたて

場所
ばしょ

への 投 入
とうにゅう

 

【浚 渫
しゅんせつ

工事
こうじ

】 

【埋立工事】 
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に他
た

の船
ふね

が入って
は い っ て

きて事故
じ こ

になることを防
ふせ

ぐためのものです。 

 

 

図
ず

－１７ 浮標
ふひょう

（ブイ） 

 

 

図
ず

－１８ 安全
あんぜん

監視
か ん し

船
せん

 

 

②グラブ浚 渫
しゅんせつ

船
せん

を基
き

地
ち

港
こう

（作業
さぎょう

が ないときに 作
さ

業
ぎょう

船
せん

が とまって

いる 港
みなと

を言
い

います）から工事
こうじ

現場
げんば

（工事
こうじ

する場所
ばしょ

を言
い

います）まで 

ブイ 

ブイ設置
せっち

のようす 

グラブ 浚 渫
しゅんせつ

船
せん

 

安 全
あんぜん

監視
かんし

船
せん
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移動
いどう

します。このことを回航
かいこう

と言
い

います。グラブ浚 渫
しゅんせつ

船
せん

は大型
おおがた

で

すが、移動
いどう

のためのエンジンは ついていません。このため、引船
ひきふね

と

言
い

われる小型
こがた

の作業
さぎょう

船
せん

でグラブ浚 渫
しゅんせつ

船
せん

を引
ひ

いて工事
こうじ

現場
げんば

まで移動
いどう

します。遠
とお

いところから回航
かいこう

すると数日
すうじつ

かかる場合
ばあい

も あります。 

 

図
ず

－１９ グラブ浚渫
しゅんせつ

船
せん

の回航
かいこう

の ようす 

 

③グラブ浚 渫
しゅんせつ

船
せん

が工事
こうじ

現場
げんば

に着
つ

いたあと、スパッドと言
い

われる船
ふね

を 

固定
こてい

するための機械
きかい

を海底
かいてい

に おろしてグラブ浚 渫
しゅんせつ

船
せん

を 固定
こてい

しま

す。スパッドではなく、アンカー（ 錨
いかり

）で固定
こてい

する方法
ほうほう

の 船
ふね

もあ

ります。 

グラブ 浚 渫
しゅんせつ

船
せん

 

引
ひき

 船
ぶね

 

ロープでつないでいます 



16 

 

 

図
ず

－２０ グラブ浚渫
しゅんせつ

船
せん

の固定
こ て い

方法
ほうほう

 （スパッド式
しき

） 
 

 

図
ず

－２１ グラブ浚渫
しゅんせつ

船
せん

の固定
こ て い

方法
ほうほう

 （アンカー式
しき

） 

 

④グラブ浚 渫
しゅんせつ

船
せん

の先
さき

のクレーンに つり下
さ

げられたグラブバケットと

言
い

われる土砂
どしゃ

を つかみ取
と

る機械
きかい

を海底
かいてい

に おろして土砂
どしゃ

を つかみ

取
と

ります。グラブバケットの大
おお

きさにより つかみ取
と

れる土砂
どしゃ

の 量
りょう

が変
か

わります。ふつうはダンプトラック１～４台
だい

分
ぶん

くらいの土砂
どしゃ

を

つかみ取
と

りますが、大
おお

きいものではダンプトラック４０台
だい

分
ぶん

の土砂
どしゃ

を つかみ取
と

ることが できます。グラブバケットで つかみ取
と

る深
ふか

さ
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は、グラブバケットを つるロープの長
なが

さで調 整
ちょうせい

します。 

 

 

図
ず

－２２ 大型
おおがた

のグラブバケット 

 

⑤グラブ浚 渫
しゅんせつ

船
せん

で つかみ取
と

った土砂
どしゃ

は、グラブ浚 渫
しゅんせつ

船
せん

の横
よこ

に並
なら

べ

た土
ど

運
うん

船
せん

と言
い

われる土砂
どしゃ

を運
はこ

ぶ船
ふね

に積
つ

みこみます。 

グラブ 浚 渫
しゅんせつ

船
せん

 

グラブバケット 
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図
ず

－２３ 土
ど

運
うん

船
せん

への浚渫
しゅんせつ

土砂
ど し ゃ

の積
つ

みこみの ようす 

 

⑥浚 渫
しゅんせつ

土砂
どしゃ

で いっぱいになった土
ど

運
うん

船
せん

は、埋立
うめたて

場所
ばしょ

まで移動
いどう

し、

土砂
どしゃ

を作業
さぎょう

船
せん

で土
ど

運
うん

船
せん

から取
と

り出
だ

し、埋立
うめたて

場所
ばしょ

に入
い

れます。埋立
うめたて

工事
こうじ

に使
つか

われる作業
さぎょう

船
せん

には いろいろな種類
しゅるい

が あります。ポンプの

力
ちから

で土砂
どしゃ

を吸
す

いこんで送
おく

る「バージアンローダ船
せん

」、空気
くうき

の 力
ちから

で

土砂
どしゃ

を送
おく

る「空気圧送
くうきあっそう

船
せん

」、ベルトコンベヤで土砂
どしゃ

を送
おく

る「リクレー

マー船
せん

」などが あり、 短
みじか

い時間
じかん

で土砂
どしゃ

を埋立
うめたて

場所
ばしょ

に入
い

れることが 

できます。 

 

土
ど

運
うん

船
せん

 

グラブバケット 

浚 渫
しゅんせつ

土砂
どしゃ
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図
ず

－２４ バージアンローダ船
せん

 

 

 

図
ず

－２５ 空気圧送
く う き あ っ そ う

船
せん

 

土
ど

運
うん

船
せん

 排
はい

砂 管
しゃかん

 

埋 立
うめたて

場所
ばしょ

へ 

バージアンローダ船
せん

 

排
はい

砂 管
しゃかん

 

揚土
ようど

土
ど

運
うん

船
せん

 排
はい

砂 管
しゃかん

（ 海 上
かいじょう

） 

排
はい

砂 管
しゃかん

（ 陸 上
りくじょう

） 

埋 立
うめたて

場所
ばしょ

へ 

空気圧送
くうきあっそう

船
せん

 揚土
ようど
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図
ず

－２６ リクレーマー船
せん

 

 

⑦グラブ浚 渫
しゅんせつ

により海底
かいてい

の土砂
どしゃ

を取
と

りのぞいた あと、目
もく

標
ひょう

の 深
ふかさ

さに なっているかを調
しら

べるため海
うみ

の深
ふか

さを はかります。このこと

を深浅
しんせん

測 量
そくりょう

と呼
よ

びます。深浅
しんせん

測 量
そくりょう

は、船
ふね

から海底
かいてい

に向
む

かって

音波
おんぱ

を出
だ

して 測
はか

ります。 

リクレーマー船
せん
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図
ず

－２７ 深浅
しんせん

測量
そくりょう

 

 

⑧グラブ 浚 渫
しゅんせつ

船
せん

のアンカーやスパッドによる固定
こてい

を はずし、工事
こうじ

現場
げんば

から基地港
き ち こ う

へ回航
かいこう

します。 

⑨工事
こうじ

現場
げんば

の浮標
ふひょう

を取
と

りのぞき、工事
こうじ

以外
いがい

の船
ふね

が通行
つうこう

できるようにし

ます。 

 

  

測 量
そくりょう

船
せん

 

測 量
そくりょう

結果
けっか
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２.２ 地盤
じばん

改 良
かいりょう

工事
こうじ

 

２.２.１ 目的
もくてき

 

①海
うみ

に岸壁
がんぺき

や防波堤
ぼうはてい

、橋
はし

や空港
くうこう

を建設
けんせつ

するとき、基礎
き そ

の地盤
じばん

が しっ

かりしたものでないと、構造物
こうぞうぶつ

を つくったあとに、地盤
じばん

が沈
しず

んでし

まったり、構造物
こうぞうぶつ

が 傾
かたむ

いたり、構造物
こうぞうぶつ

に ひびが入
はい

ったりすること

が あります。 

②地盤
じばん

改 良
かいりょう

工事
こうじ

の目的
もくてき

は、地盤
じばん

が沈
しず

まないようにしたり、構造物
こうぞうぶつ

が

傾
かたむ

いたりしないように、基礎
き そ

の地盤
じばん

を強
つよ

くすることです。 

 

２.２.２ 工事
こうじ

の方法
ほうほう

 

①地盤
じばん

改 良
かいりょう

工事
こうじ

には、３つの方法
ほうほう

があります。１つめは、やわらかい

土
つち

を砂
すな

のような強
つよ

い土
つち

に取
と

りかえる方法
ほうほう

、２つめは、やわらかい土
つち

から水分
すいぶん

をとって強い
つよい

土
つち

にかえる方法
ほうほう

、３つめは、やわらかい土
つち

に

時間
じかん

がたてば 固
かた

まる材
ざい

料
りょう

を いれて固
かた

めて強
つよ

くする方法
ほうほう

がありま

す。 

②１つめの方法
ほうほう

で、よく使
つか

われる方法
ほうほう

として、サンドコンパクション

パイル工法
こうほう

と言
い

われる工事
こうじ

の方法
ほうほう

があります。 

③サンドコンパクションパイル工法
こうほう

は、やわらかい土
つち

の中
なか

に砂
すな

で か

たい 柱
はしら

（砂
すな

杭
くい

と呼
よ

びます）を つくる工事
こうじ

です。砂
すな

杭
くい

は、サンドコ

ンパクション船
せん

（SCP船
せん

）と言
い

われる専用
せんよう

の作業
さぎょう

船
せん

で、海底
かいてい

の中
なか

に

振動
しんどう

させながら つくっていきます。 
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図
ず

－２８ やわらかい地盤
じ ば ん

に砂
すな

で かたい柱
はしら

をつくる 

 

海
うみ

( ) 

護岸
ごがん

 埋立地
うめたてち

 

やわらかい地盤
じばん

 

砂
すな

の かたい 柱
はしら

（砂
すな

杭
くい

） 
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図
ず

－２９  サンドコンパクション船
せん

 

 

２.２.３ 工事
こうじ

の手順
てじゅん

 

地盤
じばん

改 良
かいりょう

工事
こうじ

の手順
てじゅん

について、サンドコンパクション工法
こうほう

を例
れい

と

して説明
せつめい

します。

 

バイブロハンマー

ケーシングパイプ

操船室

リーダー

砂箱

シアス

昇降

バケット

計量

ホッパー

ベルトコンベア

ポイント

50～70ｍ程度 25～30ｍ程度
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図
ず

－３０ サンドコンパクションパイル工法
こうほう

の工事
こ う じ

の手順
てじゅん

 

 

①最初
さいしょ

に、地盤
じばん

改 良
かいりょう

工事
こうじ

を 行
おこな

う場
ば

所
しょ

の海底
かいてい

の 形
かたち

を測
はか

ります。 

①事前
じぜん

深 浅
しんせん

測 量
そくりょう

 

②サンドコンパクション船
せん

の固定
こてい

 

③取
と

り換
か

え用
よう

の砂
すな

の運 搬
うんぱん

 

 

⑤ケーシングパイプを上 下
じょうげ

に振 動
しんどう

させながら砂
すな

杭
くい

をつくる 

  

④ケーシングパイプの位置
い ち

を決
き
める 

  

⑥チエック・ボーリング 

工事
こうじ

区域
くいき

の 設
せっ

置
ち
 

工事
こうじ

区域
くいき

の 解 除
かいじょ
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図
ず

－３１  現場
げ ん ば

の深浅
しんせん

測量
そくりょう

の ようす 

 

②サンドコンパクション船
せん

を海
うみ

の工事
こうじ

現場
げんば

に固定
こてい

します。サンドコン

パクション船
せん

は、引船
ひきふね

で えい航
こう

されて工事
こうじ

現場
げんば

に入
はい

ります。揚
よう

錨
びょう

船
せん

によりアンカーを設置
せっち

し、サンドコンパクション船
せん

の前
まえ

と 後
うしろ

を 6

本
ぽん

のワイヤで固定
こてい

します。 

 

 

図
ず

－３２ サンドコンパクション船
せん

の現場
げ ん ば

への回航
かいこう

の ようす 

音響測深器 記録計（船内）

測 量 船

 

引船ＳＣＰ船
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図－３３ 上
うえ

から見た
み た

サンドコンパクション船
せん

の 

固定
こ て い

方法
ほうほう

 
 

③砂
すな

杭
くい

を つくる砂
すな

をガット船
せん

（砂
すな

を運搬
うんぱん

する作業
さぎょう

船
せん

）で積
つ

みこみ、

工事
こうじ

現場
げんば

まで運
はこ

びます。工事
こうじ

現場
げんば

に着
つ

いたあと、ガットバージと言
い

わ

れる砂
すな

を保管
ほかん

するための作業
さぎょう

船
せん

に移
うつ

します。工事
こうじ

が はじまると、砂
すな

はガットバージからサンドコンパクション船
せん

の砂箱
すなばこ

に入
い

れ、ベルト

100～200ｍ

100～200ｍ

30～60°

30～60°

アンカーワイヤ 

３方 向
ほうこう

にアンカーと舫
もや

い

を取
と

っている例
れい

 

アンカー 
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コンベヤーで計 量
けいりょう

ホッパーまで運
はこ

びます。そこから、ケーシングパ

イプと言
い

われる地
ち

中
ちゅう

に砂
すな

杭
くい

を つくる鉄
てつ

の管
かん

の中
なか

に砂
すな

を入
い

れます。 

 

 

図
ず

－３４ 砂
すな

を運
はこ

ぶ順序
じゅんじょ

 

 

④次
つぎ

に、砂
すな

杭
くい

を つくる作業
さぎょう

を はじめます。ケーシングパイプを海底
かいてい

に打
う

ちこむ位置
い ち

に移動
いどう

します。位置
い ち

が決
き

まったら海底
かいてい

の深さ
ふかさ

を測
はか

り

ます。 

⑤サンドコンパクション船
せん

のオペレーターは、ケーシングパイプの先
さき

の深
ふか

さ、ケーシングパイプの中
なか

の砂
すな

の高
たか

さに注意
ちゅうい

しながら、ケーシ

ケーシングパイプ
砂運搬船 ガットバージ ＳＤ船

砂箱

ベルトコンベア

計量ホッパー

昇降バケット

採取地

投入口

ガット船
せん

 

砂 積
すなつみ

こみ

地
ち

から砂
すな

を

運 搬
うんぱん

 

砂 箱
すなばこ

 

計 量
けいりょう

ホッパー 

ガット船
せん

 

SCP 船 

SCP 船 

ガットバージ 
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ングパイプを地盤
じばん

に打
う

ちこみ、ケーシングパイプの中
なか

に砂
すな

を入
い

れま

す。ケーシングパイプを引
ひ

き上
あ

げ、地盤
じばん

の中
なか

に砂
すな

の 柱
はしら

を つくり、

再
ふたた

びケーシングパイプを打
う

ちこむことにより、地盤
じばん

の中
なか

に できた

柱
はしら

を固
かた

めていきます。この作業
さぎょう

を繰
く

り返
かえ

し、地盤
じばん

の中
なか

に かたい 柱
はしら

を つくります。 

 

 

図
ず

－３５ 砂
すな

杭
く い

を つくる方法
ほうほう

 

 

海 面
かいめん

 

砂
すな

杭
くい

をつくる下端
かたん

の 目 標
もくひょう

深さ
ふかさ

 
砂
すな

杭
くい

 

①海
かい

底 面
ていめん

の 打
うちこ

こむ位
い

置
ち

にケーシングを移動
いどう

し砂
し

を入
い

れる 

②ケーシングを打
う

ちこむ 

③砂
すな

を置
お

いたまま、ケー

シングを引
ひ

き上
あ

げる 

④ケーシングを打
う

ち戻
もど

し、砂
すな

と地盤
じばん

を強
つよ

く

する 

⑤ ③④を繰
く

り返
かえ

し、海
かい

底 面
ていめん

まで砂
すな

杭
くい

をつ

くる 

海
かい

底 面
ていめん
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図
ず

－３６ SCP船
せん

の砂
すな

の柱
はしら

（杭
く い

）を つくるための主
おも

な機械
き か い

 

 

⑥砂
すな

杭
くい

の かたさを確
たし

かめるために、チェックボーリングと言
い

われる地
じ

盤
ばん

の調査
ちょうさ

をします。かたさは、地盤
じばん

の かたさ・やわらかさを 表
あらわ

す

N値
ち

という数値
すうち

で 表
あらわ

します。砂
すな

杭
くい

100～500本
ぽん

に 1回
かい

のチェックボ

ーリングを 行
おこな

い地盤
じばん

の かたさを確
たし

かめます。 

 

 

図
ず

－３７ チェックボーリングの ようす 

 

ボーリングマシン

スパット台船
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２.３ 鋼
こう

矢板
やいた

・杭
くい

工事
こうじ

 

２.３.１ 目的
もくてき

 

①鋼
こう

矢板
やいた

工事
こうじ

の目的
もくてき

は、岸壁
がんぺき

や護岸
ごがん

を つくるとき、海
うみ

に土砂
どしゃ

が くず

れないようにする壁
かべ

（土留壁
どどめへき

と呼
よ

びます）をつくるために 行
おこな

います。 

 

 

図
ず

－３８  鋼
こ う

矢板
や い た

で つくった岸壁
がんぺき

の例
れい

 

 

②鋼
こう

矢板
やいた

は、鉄
てつ

の うすい板
いた

で つくられています。１枚
まい

の鋼
こう

矢板
やいた

の

両 側
りょうがわ

は、継手
つぎて

と言
い

われる鋼
こう

矢
や

板
いた

と鋼
こう

矢板
やいた

を つなぐフックの よう

な 形
かたち

になっています。継手
つぎて

を つなぎ合
あわ

わせることで、土砂
どしゃ

を くず

れないようにする壁
かべ

が できます。 

鋼
こう

矢板
やいた
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図
ず

－３９  鋼
こ う

矢板
や い た

と鋼
こ う

矢板
や い た

を つなげた ようす 

 

 

図
ず

－４０ 鋼管
こうかん

矢板
や い た

と鋼管
こうかん

矢板
や い た

で壁
かべ

を つくっている ようす 

継手
つぎて

 

継手
つぎて

で つなげ

た ようす 

継
つぎ

 手
て
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③杭
くい

工事
こうじ

の目的
もくてき

は、桟橋
さんばし

、ドルフィンなどの海
うみ

の構造物
こうぞうぶつ

を のせる 柱
はしら

を つくることです。 

④杭
くい

は、いろいろな種類
しゅるい

があります。鋼管
こうかん

杭
くい

は、鉄
てつ

の うすい板
いた

をま

るくして つくられた パイプの 形
かたち

をした杭
くい

です。鋼管
こうかん

杭
くい

は、直 径
ちょっけい

が４０～５０ c m
センチメートル

から１ ｍ
メートル

以上
いじょう

のものまで、いろいろな大
おお

き

さのものが あります。２ m
メートル

をこえる大
おお

きなものも あります。ま

た、長
なが

さも２０～４０ m
メートル

になるものも あります。 

 

図
ず

－４１ 鋼管
こうかん

杭
く い

の例
れい

 

 

長さ
ながさ

 

直 径
ちょっけい
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図
ず

－４２  鋼管
こうかん

杭
く い

の柱
はしら

でつくった岸壁
がんぺき

の例
れい

 

 

 

図
ず

－４３  鋼管
こうかん

杭
く い

で つくったドルフィンの例
れい

 

鋼 管
こうかん

杭
くい

 

鋼 管
こうかん

杭
くい

 

被覆石 

鋼 管
こうかん

杭
くい

で 

できている 
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２.３.２ 工事
こうじ

の方法
ほうほう

 

①鋼
こう

矢板
やいた

工事
こうじ

や杭
くい

工事
こうじ

は、杭打
くいうち

船
せん

と言
い

われる専
せん

用
よう

の船
ふね

で、海
うみ

から海底
かいてい

に向
む

かって、鋼
こう

矢板
やいた

や杭
くい

を打
う

ちこみます。 

 

図
ず

－４４  杭打
くいうち

船
せん

を つかって鋼管
こうかん

杭
く い

を打
う

ちこんでいる  

ようす 

 

②鋼
こう

矢板
やいた

や杭
くい

の地盤
じばん

への打
う

ちこみには、「打撃
だげき

工法
こうほう

」と「振動
しんどう

工法
こうほう

」

の２つの方法
ほうほう

があります。 

③打撃
だげき

工法
こうほう

とは、ラムと言
い

われる重
おも

いハンマで杭
くい

を直 接
ちょくせつ

打
う

って、地盤
じばん

に打
う

ちこんでいく方法
ほうほう

です。ハンマを持
も

ち上
あ

げるために、油圧
ゆあつ

による

力
ちから

を使
つか

うことから油圧
ゆあつ

ハンマと呼
よ

ばれています。 
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図
ず

－４５ 油圧
ゆ あ つ

ハンマの例
れい

 

 

④振動
しんどう

工法
こうほう

は、杭
くい

を上下
じょうげ

に こまかく動
うご

かすことで、杭
くい

の周
まわ

りの地盤
じばん

を ゆるめるめて、地盤
じばん

の中
なか

に杭
くい

を打
う

ちこんでいく工法
こうほう

です。杭
くい

を

上下
じょうげ

に こまかく動
うご

かすときは、バイブロハンマと言
い

われる機
き

械
かい

を

使
つか

います。振動
しんどう

工法
こうほう

は、やわらかい地盤
じばん

で使
つか

われる方法
ほうほう

です。 

ラム 

鋼 管
こうかん

杭
くい

 

ラムが油圧
ゆあつ

で

上 下
じょうげ

して鋼 管
こうかん

杭
くい

を打
う

ちこむ 
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図
ず

－４６ バイブロハンマの例
れい

 

 

⑤かたい地盤
じばん

や石
いし

が混
ま

じった地盤
じばん

で杭
くい

を打
う

ちこむときは、ウォーター

ジェットと言
い

われる機
き

械
かい

を いっしょに使う
つかう

ことが あります。ウォー

タージェットとは、鋼
こう

矢板
やいた

や杭
くい

に細
ほそ

い管
くだ

を取
と

り付
つ

け、その先
さき

から水
みず

を いきおいよく出
だ

し、水
みず

の 力
ちから

で かたい地盤
じばん

を ゆるめます。 

 

 

上 下
じょうげ

に

振 動
しんどう

し

ます 

鋼
こう

矢板
やいた

を爪
つめ

で つかんで

いる ようす 

バイブロハンマ 
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図
ず

－４７ ウォータージェットの例
れい

 

 

２.３.３ 工事
こうじ

の手順
てじゅん

 

１）鋼
こう

矢板
やいた

工事
こうじ

の手順
てじゅん

 

鋼
こう

矢板
やいた

工事
こうじ

は、振動
しんどう

工法
こうほう

（バイブロハンマ）を使
つか

って工
こう

事
じ

すること

が おおいです。ここでは振動
しんどう

工法
こうほう

を使
つか

った工
こう

事
じ

の手順
てじゅん

を説明
せつめい

します。 

 

図
ず

－４８ 鋼
こ う

矢板
や い た

工事
こ う じ

の手順
てじゅん

 

水
みず

が、いきお

いよく出る
で る

力
ちから

で地盤
じばん

が

ゆるむ 

① 鋼
こう

矢板
やいた

の運 搬
うんぱん

と 仮 置
かりおき

 

② 導 材
どうざい

の設置
せっち

 

③鋼
こう

矢板
やいた

の建
た
てこみ 

④鋼
こう

矢
や

板
いた

の打
うち

こみ 
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①工 場
こうじょう

でつくられた鋼
こう

矢板
やいた

を工事
こうじ

現場
げんば

まで運
はこ

びます。運
はこ

んだ鋼
こう

矢
や

板
いた

は、工事
こうじ

現場
げんば

の近
ちか

くの場所
ばしょ

にクレーンを使
つか

って置
お

きます。鋼
こう

矢板
やいた

を

置
お

くときは、鋼
こう

矢板
やいた

が曲
ま

がったり、継手
つぎて

のところが こわれたりしな

いように、はじめに木材
もくざい

を置
お

いて、その上
うえ

に鋼
こう

矢板
やいた

を置
お

きます。 

② 目 標
もくひょう

の場
ば

所
しょ

に鋼
こう

矢板
やいた

を打
う

ちこむため、打
う

ちこみのガイドとなる

導材
どうざい

と言
い

われる枠
わく

を つけます。導材
どうざい

は、鉄
てつ

の材 料
ざいりょう

を組
く

み合
あ

わせた

ものを使
つか

います。 

 

 

図
ず

－４９ 導材
どうざい

を海
うみ

につくった ようす 

 

③鋼
こう

矢板
やいた

をクレーンで つって、導材
どうざい

に合
あ

わせて鋼
こう

矢板
やいた

を入
い

れます。ク

レーンで つるときは、鋼
こう

矢板
やいた

に穴
あな

を開
あ

け、その穴
あな

に金具
かなぐ

を取
と

り付
つ

け

ここの あいた ところ

に、まっすぐに鋼
こう

矢板
やいた

を入
い

れる。 
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て つります。 

 

 

図
ず

－５０ 鋼
こ う

矢板
や い た

をクレーンで つり上
あ

げて 

導材
どうざい

に入
い

れている ようす 

 

④起重機
きじゅうき

船
せん

のクレーンでバイブロハンマを つり上
あ

げて、バイブロハン

マで鋼
こう

矢板
やいた

を しっかり つかみます。バイブロハンマを動かし
う ご か し

、振動
しんどう

させながら、鋼
こう

矢板
やいた

を打
う

ちこんでいきます。打
う

ちこんでいるとき、鋼
こう

つりこみ用
よう

の穴
あな

 

導 材
どうざい

 

導 材
どうざい

 

鋼
こう

矢板
やいた

をまっすぐ

入
はい

るようにロープ

で 調 整
ちょうせい

している 

鋼
こう

矢板
やいた
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矢板
やいた

が 傾
かたむ

いていないか確認
かくにん

します。鋼
こう

矢板
やいた

が目
もく

標
ひょう

の高
たか

さ
さ

になっ

たら、バイブロハンマの振動
しんどう

を止
と

めます。鋼
こう

矢板
やいた

を打
う

ちこんだ あと

は、鋼
こう

矢板
やいた

の高
たか

さや鋼
こう

矢板
やいた

が まっすぐになっているか、また、継手
つぎて

が正
ただ

しく つながっているかを、確認
かくにん

します。 

 

 

図
ず

－５１ バイブロハンマを つかった 

鋼
こ う

矢板
や い た

の打
う

ちこみの ようす 

 

２）鋼管
こうかん

杭
くい

工事
こうじ

の手順
てじゅん

 

鋼管
こうかん

杭
くい

は、打撃
だげき

工法
こうほう

を使
つか

って工
こう

事
じ

することが おおいです。杭打
くいうち

船
せん

を使
つか

って、打撃
だげき

工法
こうほう

で鋼管
こうかん

杭
くい

を打
う

ちこむ工
こう

事
じ

の手順
てじゅん

を説明
せつめい

します。 

バイブロハンマ 上 下
じょうげ

に こまかく 

はげしく動く
うごく

 

しっかり鋼
こう

矢板
やいた

を

つかんでいる 

鋼
こう

矢板
やいた

が まっすぐ

に打
う

ちこまれている 

ことを確 認
かくにん

している 
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図
ず

－５２ 鋼管
こうかん

杭
く い

工事
こ う じ

の手順
てじゅん

 

 

①工 場
こうじょう

で つくられた鋼
こう

管
かん

杭
くい

を工事
こうじ

現場
げんば

まで運
はこ

びます。運
はこ

んだ鋼管
こうかん

杭
くい

は、現場
げんば

の近く
ちかく

の保管
ほかん

する場所
ばしょ

にクレーンを使
つか

って つりおろしま

す。鋼管
こうかん

杭
くい

を保管
ほかん

するときは、鋼管
こうかん

杭
くい

が曲
ま

がったりしないように、

木材
もくざい

を下
した

に置
お

き、その上
うえ

に置
お

きます。また、転
ころ

がらないように歯止め
は ど め

（キャンバー）を置
お

きます。 

 

 

図
ず

－５３ 鋼管
こうかん

杭
く い

を置
お

いている ようす 

① 鋼 管
こうかん

杭
くい

の運 搬
うんぱん

と 仮 置
かりおき

 

② 鋼 管
こうかん

杭
くい

の建てこみ
た て こ み

 

③ 鋼 管
こうかん

杭
くい

の打こみ
うちこみ

 

④ 鋼 管
こうかん

杭
くい

の溶 接
ようせつ

 

あ
 

キャンバー 

木 材
もくざい
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②鋼管
こうかん

杭
くい

をクレーンを使
つか

って台
だい

船
せん

に積
つ

みこみ、海
うみ

の打
う

ちこみ場所
ばしょ

まで

運
はこ

びます。台
だい

船
せん

を杭打
くいうち

船
せん

の横
よこ

に係 留
けいりゅう

します。鋼管
こうかん

杭
くい

の つりピー

スに、玉
たま

掛
かけ

の金具
かなぐ

（シャックル、ワイヤー）を つけます。鋼管
こうかん

杭
くい

を

つりこみ、杭打
くいうち

船
せん

のリーダーにパイルキーパーで固定
こてい

します。杭打
くいうち

船
せん

で杭
くい

を打
う

ちこみ 場
ばしょ

所に移動
いどう

します。杭
くい

が まっすぐになったら、

海底
かいてい

まで鋼管
こうかん

杭
くい

を おろします。 

 

 

図
ず

－５４ 台
だい

船
せん

から杭打
くいうち

船
せん

への鋼管
こうかん

杭
く い

の つりこみ 

玉
たま

掛
かけ

の金具
かなぐ

 

シャックルとワイヤー 
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図
ず

－５５ 鋼管
こうかん

杭
く い

を杭打
くいうち

船
せん

に固定
こ て い

している ようす 

 

 

図
ず

－５６ 鋼管
こうかん

杭
く い

を目標
もくひょう

の場所
ば し ょ

に移動
い ど う

している ようす 

 

③油圧
ゆあつ

ハンマを鋼管
こうかん

杭
くい

に取
と

り付
つ

け、杭
くい

の位置
い ち

を確認
かくにん

しながら鋼管
こうかん

杭
くい

パイルキーパー 

リーダー 

鋼 管
こうかん

杭
くい

が 目 標
もくひょう

の

位
い

置
ち

に移動
いどう

しているこ

とを確 認
かくにん

している 
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を打
う

ちこみます。鋼管
こうかん

杭
くい

が目 標
もくひょう

の高
たか

さ近
ちか

くまで きたら、打
う

ちこ

みを やめます。そのあと、高
たか

さを測
はか

りながら ゆっくりと打
う

ちこん

でいきます。目 標
もくひょう

の高
たか

さになったら打
う

ちこみを やめます。 

 

図
ず

－５７ 杭
く い

打
うち

船
せん

による鋼管
こうかん

杭
く い

の打
う

ちこみの ようす 

 

④鋼管
こうかん

杭
くい

１本
ぽん

では、目 標
もくひょう

の長
なが

さに ならないときが あります。その

ときは、最初
さいしょ

に打
う

ちこんだ鋼管
こうかん

杭
くい

の上
うえ

に、もう１本
ほん

 鋼管
こうかん

杭
くい

を つ

ぎ足
た

し、溶接
ようせつ

します。つぎ足
た

す杭
くい

を つりこみ、上下
じょうげ

の鋼管
こうかん

杭
ぐい

が ま

っすぐになるように調 整
ちょうせい

します。溶接
ようせつ

は、資格
しかく

を もった溶接工
ようせつこう

が

溶接機
ようせつき

を使
つか

って 行
おこな

います。正
ただ

しく つながっているか試験
しけん

で確認
かくにん

し

ます。 

油圧
ゆあつ

ハンマ 

鋼 管
こうかん

杭
くい

の高さ
たかさ

を

確 認
かくにん

している 
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図
ず

－５８ 鋼管
こうかん

杭
く い

の つぎ足
た

し と 

 溶
よう

接
せつ

の確認
かくにん

の ようす 

 

  

上 下
じょうげ

の鋼 管
こうかん

杭
くい

を溶 接
ようせつ

している 

溶 接
ようせつ

したところをレントゲン

を つかって確 認
かくにん

している 



47 

 

２.４ 基礎
き そ

捨石
すていし

投 入
とうにゅう

と均
なら

し工事
こうじ

 

２.４.１ 目的
もくてき

 

①基礎
き そ

捨石
すていし

投 入
とうにゅう

工事
こうじ

の目的
もくてき

は、捨石
すていし

と言
い

われる大
おお

きさ（30~1,000

㎏
きろぐらむ

）と強
つよ

さが 同
おな

じ工事用
こうじよう

の石
いし

を海底
かいてい

に投
な

げ入
い

れて基礎
き そ

マウンド

（石
いし

を台形
だいけい

に つみ上
あ

げて つくった構造物
こうぞうぶつ

を建設
けんせつ

する場所
ばしょ

）を つ

くることです。 

②均
なら

し工事
こうじ

の目的
もくてき

は、捨石
すていし

を投
な

げ入
い

れたあとに、捨石
すていし

を ならべ直
なお

す

ことで、基礎
き そ

マウンドの上
うえ

の ところの すき間
ま

を埋
う

め、平
たい

らにするこ

とです。均
なら

し工事
こうじ

をすることで、構造物
こうぞうぶつ

を しっかり安定
あんてい

させること

が できます。 

 

 

図
ず

－５９ 防波堤
ぼ うは てい

と基礎
き そ

マウンド 
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２.４.２ 工事
こうじ

の方法
ほうほう

 

①基礎
き そ

捨石
すていし

投 入
とうにゅう

工事
こうじ

は、ガット船
せん

（グラブ付
つき

運搬
うんぱん

船
せん

）のグラブで捨石
すていし

を つかみ取
と

って投
な

げ入
い

れる方
ほう

法
ほう

と、船
ふね

の底
そこ

が開
ひら

く運搬
うんぱん

船
せん

で捨石
すていし

を

投
な

げ入
い

れる位
いち

置まで運
は

んで いき、船
ふね

の底
そこ

を開
ひら

いて海 中
かいちゅう

に投
な

げ入
い

れ

る方法
ほうほう

が あります。 

 

図
ず

－６０ ガット船
せん

による基礎
き そ

捨石
すていし

投入
とうにゅう

の ようす 
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図
ず

－６１ 底
そこ

開
ひら

き式
しき

 運搬
うんぱん

船
せん

による基礎
き そ

捨石
すていし

投入
とうにゅう

の ようす 

 

②均
なら

し工事
こうじ

は、均
なら

しの表 面
ひょうめん

の凸凹
でこぼこ

が小
ちい

さい「本均
ほんなら

し」、凸凹
でこぼこ

が大
おお

き

い「荒均
あらなら

し」に分
わ

けられます。 

③均
なら

し工事
こうじ

は、潜水士
せんすいし

が海
うみ

の中
なか

で、捨石
すていし

を１個
こ

ずつ移動
いどう

させながら、

人力
じんりき

で 行
おこな

います。また、均
なら

し専用
せんよう

の機械
きかい

を海
うみ

の中
なか

に設置
せっち

し、作業
さぎょう

船
せん

から機械
きかい

を操作
そうさ

する方法
ほうほう

や、潜水士
せんすいし

が機械
きかい

を操作
そうさ

する方法
ほうほう

で均
なら

し

工事
こうじ

を 行
おこな

うことも あります。 

運 搬
うんぱん

船
せん

が底
そこ

を

開
ひら

いて石 材
せきざい

を

投 入
とうにゅう

している 
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図
ず

－６２ 潜水士
せんすい し

による均し
な ら

工事
こ う じ

 

 

 

図
ず

－６３ 重錘式
じゅうすいしき

の機械
き か い

による均
なら

し工事
こ う じ

の ようす 

  

潜水士
せんすいし

が 均
なら

し工事
こうじ

を

行
おこな

っている ようす 

重 錘
じゅうすい

式
しき

 機械
きかい
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図
ず

－６４ 四足
よんそく

歩行型
ほ こ う が た

の機械
き か い

による均
なら

し工事
こ う じ

のようす 

 

２.４.３ 工事
こうじ

の手順
てじゅん

 

ここでは、基礎
き そ

捨石
すていし

投 入
とうにゅう

工事
こうじ

から均
なら

し工事
こうじ

までの手順
てじゅん

を説明
せつめい

しま

す。 

 

 

図
ず

－６５ 工事
こ う じ

の手順
てじゅん

 

四 足
よんそく

歩行型
ほこうがた

機械
きかい

 

① 基礎
き そ

捨 石
すていし

投 入
とうにゅう

位置
い ち

の設 定
せってい

 

② 基礎
き そ

捨 石
すていし

の 搬 入
はんにゅう

と 投 入
とうにゅう

 

③ 捨 石
すていし

均
なら

し 
なら なら

出来形
できがた

確 認
かくにん
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①基礎
き そ

捨石
すていし

を投 入
とうにゅう

する場所
ばしょ

を示
しめ

す旗
はた

を設置
せっち

します。 

②基礎
き そ

捨石
すていし

は、ガット船
せん

（グラブ付
つき

運搬
うんぱん

船
せん

）で投 入
とうにゅう

する位置
い ち

まで運
はこ

びます。基礎
き そ

捨石
すていし

は、投 入
とうにゅう

する まえに、大
おお

きさや 形
かたち

を確認
かくにん

しま

す。合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

は、ガット船
せん

のオペレーターに基礎
き そ

捨石
すていし

を投 入
とうにゅう

する場所
ばしょ

を指示
し じ

します。基礎
き そ

捨石
すていし

をガット船
せん

からグラブで投 入
とうにゅう

し

たあと、レッドなどを使
つか

って、基礎
き そ

捨石
すていし

が目 標
もくひょう

どおり投 入
とうにゅう

された

ことを確認
かくにん

します。 

 

図
ず

－６６ 基礎
き そ

捨石
すていし

の大
おお

きさや形
かたち

を確認
かくにん

している ようす 

 

定 規
じょうぎ

を使って
つかって

大
おお

き

さを測
はか

っている 
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図
ず

－６７ 基礎
き そ

捨石
すていし

投入
とうにゅう

の場所
ば し ょ

の指示
し じ

と投入
とうにゅう

 

 

③「荒均
あらなら

し」は、均
なら

しの目 標
もくひょう

とする高
たか

さ（基
き

準 面
じゅんめん

と言
い

います）に対
たい

し凸部
とつぶ

と凹部
おうぶ

の差
さ

が でないように、捨石
すていし

を取
と

りのぞいたり、置
お

いた

投 入
とうにゅう

場所
ばしょ

を

指示
し じ

している 

ガット船
せん

 

合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

 (投
とう

入
にゅう

指
し

示
じ

) 
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りして、高
たか

さを調 整
ちょうせい

します。目 標
もくひょう

の高
たか

さから ±
ぷらすまいなす

10 ㎝
せんち

、±

30 ㎝
せんち

または±50 ㎝
せんち

などの種類
しゅるい

があります。 

④「本均
ほんなら

し」は、ケーソンなどの構造物
こうぞうぶつ

の基礎
き そ

となる場所
ばしょ

の基礎
き そ

捨石
すていし

を平ら
たいら

にする工事
こうじ

です。「荒均
あらなら

し」より、もっと平
たい

らに均
なら

していき

ます。「本均
ほんなら

し」は、目 標
もくひょう

の高
たか

さから±５㎝で基礎
き そ

捨石
すていし

を平
たい

らに 

ならべていきます。平ら
たいら

にするため、作業
さぎょう

の目 標
もくひょう

となるところに

遣形
やりかた

杭
くい

と貫材
ぬきざい

を設置
せっち

し、貫材
ぬきざい

の上
うえ

に置
お

いた定規
じょうぎ

にしたがって基礎
き そ

捨石
すていし

を ならべていきます。 

 

 

図
ず

－６８ 本
ほん

均
なら

しと荒均
あらなら

し 

参 考 図
さんこうず

 防 波 堤
ぼうはてい

 

ケーソン 

被覆
ひふく

石
いし

 

本
ほん

均し
ならし

の例
れい

 

±５ｃｍ 

荒
あら

均し
ならし

の例
れい

 

±３０ｃｍ 

目 標
もくひょう

の高
たか

さ 

（ 基 準 面
きじゅんめん

） 
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図
ず

－６９ 遣形
やりかた

杭
く い

と貫材
ぬきざい

の設置
せ っ ち

と 本均
ほんなら

し工事
こ う じ

の ようす 

  

定 規
じょうぎ

 

貫 材
ぬきざい

 

定 規
じょうぎ

 

貫 材
ぬきざい

 

遣 形
やりかた

杭
くい

 

遣 形
やりかた

杭
くい

 

貫 材
ぬきざい

 

本
ほん

均
なら

しの遣 形
やりかた

の設置
せっち

を

機械
きかい

で確 認
かくにん

している 
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２.５ コンクリートブロックの製作
せいさく

と据付
すえつけ

工事
こうじ

 

２.５.１  目的
もくてき

 

①海
うみ

や海岸
かいがん

に つくる構造物
こうぞうぶつ

は、波
なみ

の 力
ちから

や土砂
どしゃ

が崩
くず

れようとする 力
ちから

を支
ささ

えるため、大
おお

きくて重
おも

たい構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

となります。コンクリートブ

ロックの製作
せいさく

と据付
すえつけ

工事
こうじ

の目的
もくてき

は、大
おお

きくて重
おも

たい構造物
こうぞうぶつ

を 

簡単
かんたん

に つくることです。小
ちい

さなコンクリートブロックをつくり、そ

れを据付
すえつけ

て、組
く

み立
た

てることで、大
おお

きくて重
おも

たい構造物
こうぞうぶつ

を つくる

ことが できます。 

②海洋
かいよう

土木
どぼく

の工事
こうじ

に合
あ

わせて、いろいろな 形
かたち

のコンクリートブロック

が使
つか

われます。 
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図
ず

－７０ コンクリートブロックの例
れい

 

コンクリートブロック

が 水 中
すいちゅう

から積
つ
み上

あ

がった ようす 
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図
ず

－７１ 被覆
ひ ふ く

ブロック、消波
しょうは

ブロック、根固
ね が た

めブロックの例
れい

 

 

根
ね

固
がた

めブロック 

消 波
しょうは

ブロック 被覆
ひふく

ブロック 
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２.５.２  コンクリートブロックの製作
せいさく

と据付
すえつけ

工事
こうじ

の方法
ほうほう

 

①コンクリートブロックの製作
せいさく

工事
こうじ

は、陸 上
りくじょう

の広い
ひろい

場所
ばしょ

で まとめて 

つくります。コンクリートブロックの製作
せいさく

工事
こうじ

を 行
おこな

う場所
ばしょ

を製
せい

作
さく

ヤードと言
い

います。 

 

図
ず

－７２ 製作
せいさく

ヤードでの コンクリートブロック製作
せいさく

工事
こ う じ

の 

ようす 

 

②コンクリートブロックの製作
せいさく

工事
こうじ

で つくったコンクリートブロッ

クを工事
こうじ

現場
げんば

まで運
はこ

び、専用
せんよう

の作業
さぎょう

船
せん

を使
つか

って、目 標
もくひょう

の場
ば

所
しょ

に

設置
せ っ ち

します。このことをコンクリートブロックの据付
すえつけ

工事
こうじ

と言
い

いま

す。 

③コンクリートブロックの重
おも

さは、１ｔ
とん

くらい から、大
おお

きいものでは

１００ｔ
とん

くらいに なります。コンクリートブロックの据付
すえつけ

工事
こうじ

には、

コンクリートブロックを つり上
あ

げることが できるクレーンが つい

た作業
さぎょう

船
せん

（起重機
きじゅうき

船
せん

、クレーン付
つき

台
だい

船
せん

）を使
つか

います。 
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２.５.３  コンクリートブロックの製作
せいさく

と据付
すえつけ

工事
こうじ

の手順
てじゅん

 

コンクリートブロックの なかの ひとつとして、消波
しょうは

ブロックの

製作
せいさく

と据付
すえつけ

工事
こうじ

について手順
てじゅん

を説明
せつめい

します。 

 

 

図
ず

－７３ コンクリートブロックの製作
せいさく

と据付
すえつけ

工事
こ う じ

の手順
てじゅん

 

 

①コンクリートブロックは、ブロックの 形
かたち

や大
おお

きさによって製作用
せいさくよう

ヤードへの資材
しざい

の 搬 入
はんにゅう

 

① コンクリートブロックの製 作
せいさく

 

② コンクリートブロックの陸
りく

の運 搬
うんぱん

 

出来形
できがた

確 認
かくにん

 

③ コンクリートブロックの海
うみ

の運 搬
うんぱん

 

④ コンクリートブロックの据 付
すえつけ
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の専用
せんよう

の枠
わく

があります。これを「型枠
かたわく

」と言
い

います。ヤードで型枠
かたわく

を組
く

み立
た

て、型枠
かたわく

の内側
うちがわ

にコンクリートを打設
だせつ

します。コンクリー

トの表 面
ひょうめん

の、凸凹
でこぼこ

を なくしたあと、コンクリートが乾
かわ

かないよう

に表 面
ひょうめん

にマット（水
みず

をためて、にがさない材 料
ざいりょう

）をかぶせ、水
みず

を

まきます。打設
だせつ

したコンクリートが目 標
もくひょう

の強
つよ

さに かたまったら、

型枠
かたわく

を はずします。はずした型枠
かたわく

は、次
つぎ

のコンクリートブロックを

作
つく

るため、移動
いどう

します。型枠
かたわく

を はずしたコンクリートブロックは、

表 面
ひょうめん

が乾
かわ

かないようにして完全
かんぜん

に かたまるまで待
ま

ち、完成
かんせい

します。 
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図
ず

－７４ ブロックの製作
せいさく

の ようす 

 

②完成
かんせい

したコンクリートブロックは、クレーンで つり上
あ

げて、大型
おおがた

ト

ラックや トレーラーに積
つ

みこみ、海
うみ

を運搬
うんぱん

する船
ふね

の場所
ばしょ

まで運
はこ

び

型 枠
かたわく

を組み立て
く み た て

ている 

型 枠
かたわく

の中
なか

にコンクリートを

打設
だせつ

する作 業
さぎょう

をしている 

型 枠
かたわく

を はずしている 

その うしろには、完 成
かんせい

した

ブロックが置
お

かれている 
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ます。大型
おおがた

トラックやトレーラーへの積
つ

みこみのときは、コンクリー

トブロックが ぶつかって こわれないように注意
ちゅうい

して作業
さぎょう

します。 

 

図
ず

－７５ 消波
しょうは

ブロックのトレーラーへの積
つ

みこみと 

作業
さぎょ う

船
せん

への積
つ

みこみ作業
さぎょ う

の ようす 

 

③起
き

重
じゅう

機
き

船
せん

や台
だい

船
せん

（甲板
こうはん

が平
たい

らになっていて重
おも

いものを運
はこ

びやすく

した作業
さぎょう

船
せん

）を使
つか

って、コンクリートブロックを海
うみ

の設
せっ

置
ち

場所
ばしょ

まで

運
はこ

びます。起重機
きじゅうき

船
せん

や台
だい

船
せん

への積
つ

みこみは、陸 上
りくじょう

のクレーン、また

は、海
うみ

から起重機船
きじゅうきせん

や台船
だいせん

のクレーンを使
つか

います。台
だい

船
せん

への積
つ

みこ

みのときに、コンクリートブロックが ぶつかって こわれないように

注意
ちゅうい

して作業
さぎょう

します。 

運 搬
うんぱん

のためにトレーラ

ーに積
つ

みこんでいる 

運 搬
うんぱん

されたブロック

を作 業
さぎょう

船
せん

に積
つ

みこ

んでいる 
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図
ず

－７６ コンクリートブロックの海
うみ

の運搬
うんぱん

の ようす 

 

④コンクリートブロックは、起重機
きじゅうき

船
せん

やクレーン付
つき

台
だい

船
せん

を使
つか

って、

据付
すえつけ

します。コンクリートブロックの据付
すえつけ

する位置
い ち

を示
しめ

す旗
はた

を海
うみ

に

設置
せっち

します。海
うみ

の中
なか

にいる潜水士
せんすいし

の指示
し じ

により、クレーンのオペレー

ターがコンクリートブロックを つり上
あ

げ、コンクリートブロックど

うしが しっかりと かみ合
あ

うように据付
すえつけ

ます。波
なみ

で作業
さぎょう

船
せん

が ゆれ

て、コンクリートブロックが ぶつかって こわれないように注意
ちゅうい

し

て作業
さぎょう

します。 

消 波
しょうは

ブロック

を起重機
きじゅうき

船
せん

で

運 搬
うんぱん

している 
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図
ず

－７７ ブロックの据付
すえつけ

工事
こ う じ

の ようす 
 

消 波
しょうは

ブロック

を 合
あい

図
ず

を出
だ

す

人
ひと

の 指示
し じ

で

据 付
すえつけ

ている 

設置
せっち

された

旗
はた

 

潜水士
せんすいし

の

指示
し じ

でブロッ

クをつりおろ

している 

水 中
すいちゅう

で潜水士
せんすいし

が ブ ロ ッ ク の

玉 掛
たまがけ

を は ず す

作 業
さぎょう

をしている 
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２.６ ケーソン等
とう

大型
おおがた

構造物
こうぞうぶつ

の運搬
うんぱん

と据付
すえつけ

工事
こうじ

 

２.６.１ 目的
もくてき

 

①ケーソンとは、防波堤
ぼうはてい

や岸壁
がんぺき

など海
うみ

の構造物
こうぞうぶつ

を つくるときに使
つか

う、

コンクリートで できた大型
おおがた

の箱
はこ

のことです。大
おお

きなものでは、たて、

よこ、高
たか

さが２０ｍ以上
いじょう

のものもあります。ケーソンは、船
ふね

をつく

るドックや、ケーソンをつくる専用
せんよう

の船
ふね

を使
つか

って つくります。 

②大
おお

きな波
なみ

の 力
ちから

で動
うご

かないようにするため、防波堤
ぼうはてい

は、重
おも

く なけれ

ばなりません。また、土
つち

が くずれて動
うご

かないようにするため、岸壁
がんぺき

は、重
おも

くなければなりません。そのため、ケーソンを目
もく

的
てき

の場
ば

所
しょ

に

設
せっ

置
ち

したあと、ケーソンの中
なか

に砂
すな

や土
つち

を入
い

れて、重
おも

くしています。 

③運搬
うんぱん

と据付
すえつけ

工事
こうじ

とは、工事
こうじ

現場
げんば

から離
はな

れたところで つくったケー

ソンを工事
こうじ

現場
げんば

まで運
はこ

んで、工事
こうじ

現場
げんば

に設置
せっち

する工事
こうじ

のことです。 

 

 

図
ず

－７８ 防波堤
ぼ うは てい

を つくるケーソン 
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図
ず

－７９ 岸壁
がんぺき

を つくるケーソン 

 

 

図
ず

－８０ 完成
かんせい

したケーソン 

 

２.６.２ 運搬
うんぱん

・据付
すえつけ

工事
こうじ

の方法
ほうほう

 

①ケーソンは大型
おおがた

の箱
はこ

です。ケーソンを つくる場所
ばしょ

、ケーソンの大
おお

き

埋立土 
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さ、ケーソンを据付
すえつけ

する工事
こうじ

現場
げんば

までの距離
きょり

などで運搬
うんぱん

と据付
すえつけ

工事
こうじ

の方法
ほうほう

が違
ちが

います。 

②１
ひと

つめの運搬
うんぱん

と据付
すえつけ

工事
こうじ

は、ケーソンを つり上
あ

げることが できる

大型
おおがた

の起重機
きじゅうき

船
せん

を使
つか

う方
ほう

法
ほう

です。ケーソンを陸 上
りくじょう

で つくって、

大型
おおがた

の起重機
きじゅうき

船
せん

で つり上
あ

げて、そのまま、ケーソンを据付
すえつけ

する現場
げんば

まで運搬
うんぱん

して、起重機
きじゅうき

船
せん

でケーソンを おろして、据付
すえつけ

する方法
ほうほう

で

す。大型
おおがた

の起重機
きじゅうき

船
せん

を使
つか

う方
ほう

法
ほう

は、ケーソンを つくる場所
ばしょ

と据
すえ

付
つけ

する場所
ばしょ

が近
ちか

いときに使
つか

います。 

 

 

図
ず

－８１ ケーソンを つり上
あ

げて、そのまま、えい航
こ う

する 

運搬
うんぱん

と据付
すえつけ

工事
こ う じ

 

 

③２
ふた

つめの運搬
うんぱん

と据付
すえつけ

工事
こうじ

は、ケーソンを浮
う

かべて えい航
こう

する方法
ほうほう

です。つくったケーソンを海
うみ

に浮
う

かべて、そのまま、ケーソンを据付
すえつけ

ケーソンをつったまま

据 付
すえつけ

場所
ばしょ

まで移動
いどう

する 
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する工事
こうじ

現場
げんば

まで えい航
こう

し、浮
う

かんだ ところからケーソンを沈
しず

め

ていく方法
ほうほう

です。ケーソンを つくる場所
ばしょ

と据
すえ

付
つけ

工事
こうじ

を 行
おこな

う場
ば

所
しょ

が

遠
とお

く離
はな

れているときに使
つか

います。 

 

図
ず

－８２ ケーソンを浮
う

かべて えい航
こ う

する運搬
うんぱん

・据付
すえつけ

工事
こ う じ

 

 

２.６.３ 工事
こうじ

の手順
てじゅん

 

ここでは、ケーソンを浮
う

かべて えい航
こう

する方法
ほうほう

による運搬
うんぱん

と据付
すえつけ

工事
こうじ

の手順
てじゅん

を説明
せつめい

します。 
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図
ず

－８３ ケーソンの運搬
うんぱん

と据付
すえつけ

工事
こ う じ

の手順
てじゅん

 

 

①起重機
きじゅうき

船
せん

を使
つか

って完
かん

成
せい

したケーソンを つり上
あ

げます。つり上
あ

げて、

そのまま、海
うみ

に起重機
きじゅうき

船
せん

を移動
いどう

し、ケーソンを海
うみ

に ゆっくり つり

おろし、ケーソンを海
うみ

に浮
う

かべます。 

ケーソンの製 作
せいさく

 

① ケーソンの つり上
あ

げ、進 水
しんすい

 

② ケーソンの えい航
こう

 

出来形
できがた

確 認
かくにん

 

③ ケーソンの据 付
すえつけ
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図
ず

－８４ 起重機
き じ ゅ う き

船
せん

を使
つか

ってケーソンを つり上
あ

げる ようす 

 

②浮
う

かんでいるケーソンの まわりにワイヤを かけて、ワイヤにロープ

をつないで、引
ひき

船
ふね

でケーソンを据付
すえつけ

する場所
ばしょ

まで、えい航
こう

する。 
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図
ず

－８５ ケーソンに えい航
こ う

のためのロープをかける ようす 

 

ケーソンに 大
おお

回
まわ

し

のロープを かける 

起重機
きじゅうき

船
せん

か ら 大
おお

回
まわ

しのロープを積
つ

みこんでいる 

ロープの大
おお

回
まわ

しが 

おわったところ  
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図
ず

－８６ 引船
ひきふね

を使
つか

ってケーソンを えい航
こ う

する ようす 

 

③ケーソンが据付
すえつけ

する場所
ばしょ

に ついたら、次
つぎ

に、ケーソンの上
うえ

にある ウ

インチと前
まえ

に据付
すえつけ

したケーソンを ロープで つなぎます。また、

作業
さぎょう

に使
つか

う船
ふね

とケーソンを ロープで つなぎます。作業
さぎょう

船
せん

を使
つか

って

ケーソンの場所
ばしょ

を調 整
ちょうせい

しながら、ケーソンの上
うえ

にあるウインチを

使って
つ か っ て

ロープを巻
ま

き取
と

り、ケーソンを据付
すえつけ

する場所
ばしょ

に移動
いどう

させます。

据付
すえつけ

する場所
ばしょ

まで移動
いどう

できたら、水 中
すいちゅう

ポンプでケーソンの中
なか

に海
うみ

の水
みず

を入
い

れ、場所
ばしょ

を調 整
ちょうせい

しながら ケーソンを少
すこ

しずつ沈
しず

めて設置
せっち

します。目 標
もくひょう

の場所
ばしょ

を確認
かくにん

したあとに、ケーソンが うごかないよ

うに、ケーソンの中
なか

に砂
すな

や土
つち

を入
い

れて、ケーソンを固定
こてい

し、据付
すえつけ

工事
こうじ

を終
お

わります。 



74 

 

 

図
ず

－８７ ケーソンを据付
すえつけ

するときのロープと作業
さぎょ う

船
せん

の ようす  

ケーソンの上
うえ

のウインチ 

前
まえ

に据
す

付
つ

けしたケ

ーソン 

作 業
さぎょう

船
せん

（引 船
ひきふね

） 

ケーソンの上
うえ

のウイン

チと つながっている 
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２.７ 現場
げんば

コンクリート打設
だせつ

工
こう

事
じ

 

２.７.１ 目的
もくてき

 

①防波堤
ぼうはてい

を波
なみ

の 力
ちから

で動
うご

かないようにするため、ケーソンの上
うえ

には

上部工
じょうぶこう

と言
い

われるコンクリートの かたまりを つくり、重
おも

さを増
ふ

や

します。 

②上部工
じょうぶこう

は、工事
こうじ

現場
げんば

で枠
わく

を つくり、その中
なか

にコンクリートを打設
だ せ つ

し

て つくります。陸 上
りくじょう

からコンクリートの打設
だせつ

が できない場所
ばしょ

では、

作業
さぎょう

船
せん

でコンクリートを工事
こうじ

現場
げんば

まで運び
はこび

、海
うみ

でコンクリート打設
だせつ

工事
こうじ

を 行
おこな

います。 

 

 

図
ず

－８８ 防波堤
ぼ うは てい

の上部工
じょうぶこう

 

 

２.７.２ 工事
こうじ

の方法
ほうほう

 

①海
うみ

のコンクリート打設
だせつ

工事
こうじ

には、バケットによる方法
ほうほう

と、コンクリ

ートミキサー船
せん

による方法
ほうほう

があります。 

②バケットによる方法
ほうほう

は、バケットと言
い

われるコンクリートを入
い

れる

箱
はこ

にコンクリートを入
い

れ、それを台
だい

船
せん

に のせて、工事
こうじ

現場
げんば

まで運
はこ

ん
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でいき、バケットから型枠
かたわく

の中
なか

にコンクリートを打設
だせつ

する方法
ほうほう

です。

バケットによる方法
ほうほう

は、海
うみ

を運搬
うんぱん

する時間
じかん

が 短
みじか

い工
こう

事
じ

に使
つか

われま

す。 

 

 

図
ず

－８９ バケットによるコンクリート打設
だ せ つ

工事
こ う じ

 
 

③コンクリートミキサー船
せん

による方法
ほうほう

は、海
うみ

の工事
こうじ

現場
げんば

までコンクリ

ートミキサー船
せん

を移動
いどう

し、コンクリートミキサー船
せん

から直 接
ちょくせつ

コンク

リートを打設
だせつ

する方法
ほうほう

です。コンクリートミキサー船
せん

は、コンクリ

コンクリートを入
い

れ た バ ケ ッ ト を

移動
いどう

している 

コンクリートを打設
だせつ

し

ている 
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ートの材 料
ざいりょう

を混
ま

ぜる機械
きかい

と、混
ま

ぜられたコンクリートを打設
だせつ

するポ

ンプを のせた作
さ

業
ぎょう

船
せん

です。コンクリートミキサー船
せん

による方法
ほうほう

は、

海
うみ

を運搬
うんぱん

する距離
きょり

が長
なが

いときに使
つか

う方法
ほうほう

です。 

 

図
ず

－９０ コンクリートミキサー船
せん

の例
れい

 

材 料
ざいりょう

を入
い

れ

てコンクリート

をつくる 

材 料
ざいりょう

を  

ためておく 

つくったコンクリー

トを打設
だせつ

している 
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図
ず

－９１ コンクリートミキサー船による工事
こ う じ

の ようす 

 

２.７.３ 工事
こうじ

の手順
てじゅん

 

ここでは、コンクリートミキサー船
せん

によるコンクリート打設
だせつ

工
こう

事
じ

に

ついて説明
せつめい

します。 

防 波 堤
ぼうはてい

の 上 部
じょうぶ

工
こう

へのコンクリート

の打設
だせつ

の ようす 
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図
ず

－９２ コンクリートミキサー船
せん

による 

コンクリート打設
だ せ つ

工事
こ う じ

の手順
てじゅん

 

 

①コンクリート打
だ

設
せつ

を 行
おこな

う場
ば

所
しょ

の鉄筋
てっきん

の組
くみ

立
た

てや型枠
かたわく

の組
くみ

立
た

てが 

できていることを確認
かくにん

します。 

②コンクリートミキサー船
せん

を工事
こうじ

現場
げんば

に係 留
けいりゅう

するまえに、コンクリー

トミキサー船
せん

の機械
きかい

の点検
てんけん

、コンクリートの 量
りょう

と品質
ひんしつ

を確認
かくにん

しま

す。 

③係 留
けいりゅう

する 準
じゅん

備
び

が できていることを確認
かくにん

してから、コンクリート

ミキサー船
せん

をコンクリート打設
だせつ

に ちょうどいい場
ば

所
しょ

に係 留
けいりゅう

します。

①コンクリート打設
だせつ

場
ば

所
しょ

の確 認
かくにん

 

②コンクリートミキサー船
せん

の機械
きかい

の点 検
てんけん

 

コンクリート 材 料
ざいりょう

の 量
りょう

や品 質
ひんしつ

の確 認
かくにん

 

③コンクリートミキサー船
せん

を工事
こうじ

現
げん

場
ば

に係
けい

留
りゅう

 

④コンクリート 練
ね

り混
ま

ぜ 開
かい

始
し

、
きょうきゅう

⑤コンクリート打設
だせつ

終
しゅう

了
りょう

後
ご

、基
き

地
ち

港
こう

へ えい航
こう
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図
ず

－９３ コンクリートミキサー船
せん

を打
だ

設
せつ

場
ばしょ

所に 

係留
けいりゅう

している ようす 

 

④コンクリートの材
ざい

料
りょう

を混
ま

ぜることを開始
かいし

し、コンクリートの

供 給
きょうきゅう

をはじめ、打設
だせつ

する場
ば

所
しょ

へのコンクリートの打設
だせつ

を 行
おこな

う。 
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図
ず

－９４ コンクリートミキサー船
せん

を使
つか

った 

コンクリートの打
だ

設
せつ

の ようす 

 

⑤コンクリートの打設
だせつ

が終
お

わったあと、コンクリートミキサー船
せん

の

係 留
けいりゅう

を 離
はな

し、基地港
き ち こ う

へ えい航
こう

します。 

  

ホースの先
さき

を

持
も

ってコンク

リートを打設
だせつ

している 

打
だ

設
せつ

したコンクリー

トが全 体
ぜんたい

にいくよう

に作 業
さぎょう

している 
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３．海洋土
かいようど

木工
ぼくこう

が 働
はたら

く工事
こ う じ

現場
げ ん ば

と海洋土
かいようど

木工
ぼくこう

の作業
さぎょう

 

３.１ 海洋土
かいようど

木工
ぼくこう

が 働
はたら

く工事
こうじ

現場
げんば

 

３.１.１ 工事
こうじ

現場
げんば

の組織
そしき

 

①工事
こうじ

現場
げんば

では、いろいろな会社
かいしゃ

が集
あつ

まって工事
こ う じ

を 行
おこな

っています。 

工事
こうじ

の全体
ぜんたい

を まとめる会社
かいしゃ

が指示
し じ

を出
だ

し、作業
さぎょう

ごとに専門
せんもん

の会社
かいしゃ

が作業
さぎょう

を 行
おこな

います。 

②専門
せんもん

の作業
さぎょう

を 行
おこな

う会
かい

社
しゃ

には、作業
さぎょう

を指示
し じ

する 職 長
しょくちょう

と作業
さぎょう

を

行
おこな

う作業員
さぎょういん

（海
かい

洋
よう

土
ど

木
ぼく

工
こう

は海
うみ

の工
こう

事
じ

を 行
おこな

う作
さ

業
ぎょう

員
いん

です）が集
あつ

まって 、１
ひと

つのグループとなって、作業
さぎょう

を 行
おこな

います。 作業員
さぎょういん

は、

必
かなら

ず 職 長
しょくちょう

の指示
し じ

を受
う

けて 作 業
さぎょうぎょう

を 行
おこな

います。 

 

 

図
ず

－９５ 工事
こ う じ

現場
げ ん ば

の組織
そ し き

と作業
さぎょう

の指示
し じ

 

工事
こうじ

の 全 体
ぜんたい

を まとめる会 社
かいしゃ

 

Bの作 業
さぎょう

を

行
おこな

う会 社
かいしゃ

 

Cの作 業
さぎょう

を 

行
おこな

う会 社
かいしゃ

 

職 長
しょくちょう

 

作 業 員
さぎょういん

 作業員 作業員 

職 長
しょくちょう

 

作 業 員
さぎょういん

 作業員 

Aの作 業
さぎょう

を 行
おこな

う 会
かいしゃ

社 

（作 業
さぎょう

のグループ） （作 業
さぎょう

のグループ） 
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図
ず

－９６ 職 長
しょくちょう

の指示
し じ

の ようす 

 

③作業
さぎょう

船
せん

を使う
つか

工事
こうじ

現場
げんば

では、専門
せんもん

の作業
さぎょう

を 行
おこな

う作業
さぎょう

船
せん

が たくさ

ん集
あつ

まって いっしょに作業
さぎょう

します。 この船
ふね

の集
あつ

まりのことを船団
せんだん

と言
い

います。工事
こうじ

に使
つか

う作業
さぎょう

船
せん

の全体
ぜんたい

を まとめる人
ひと

を船
せん

団 長
だんちょう

と

言
い

います。船
せん

団 長
だんちょう

が作業
さぎょう

船
せん

に指示
し じ

を出
だ

して、作業
さぎょう

を 行
おこな

います。 

 

図
ず

－９７ 船団
せんだん

による工事
こ う じ

の ようす 

職 長
しょくちょう
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図
ず

－９８ 船団
せんだん

と作業
さぎょう

の指示
し じ

 

 

④一隻
いっせき

の作業
さぎょう

船
せん

が作業
さぎょう

のグループになります。作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

では、

船 長
せんちょう

や甲板
こうはん

長
ちょう

と言
い

われる人
ひと

の指
し

示
じ

で作
さ

業
ぎょう

を 行
おこな

います。 

a.船
せん

団 長
だんちょう

   船 団
せんだん

の全 体
ぜんたい

の作 業
さぎょう

を指示
し じ

します。 

b. 船 長
せんちょう

    作 業
さぎょう

船
せん

の全 体
ぜんたい

の作 業
さぎょう

を指示
し じ

します。 

c.機関
きかん

長
ちょう

    エンジンの作 業
さぎょう

を指示
し じ

します。 

d.機関員
きかんいん

    機関
きかん

長
ちょう

の指示
し じ

でエンジンの作 業
さぎょう

をします。 

e.オペレーター  クレーンを操作
そうさ

します。 

f.甲 板
こうはん

長
ちょう

   ウィンチ、ロープ、ワイヤの作 業
さぎょう

を指示
し じ

します。 

g.一 等
いっとう

航海士
こうかいし

  船
ふね

の運 転
うんてん

をします。 

h.二等
にとう

航海士
こうかいし

  船
ふね

の運 転
うんてん

をします。 
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⑤グラブ浚 渫
しゅんせつ

船
せん

のような大型
おおがた

の作業
さぎょう

船
せん

では、船 長
せんちょう

の ほかに８人く

らいの人
ひと

が いっしょに作業
さぎょう

します。 

 

 

図
ず

－９９  作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

で甲
こう

板
はん

長
ちょう

の指示
し じ

で作業
さぎょう

する ようす 

機械
きかい

の整備
せいび

を

している 

燃 料
ねんりょう

の受
う

け取
と

りをしている 
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３.２ 海洋土
かいようど

木工
ぼくこう

の作業
さぎょう

 

３.２.１ 現場
げんば

管理
かんり

作業
さぎょう

 

１）測 量
そくりょう

 

①測 量
そくりょう

の目的
もくてき

は、海底
かいてい

を平
たい

らに掘
ほ

ったり、海
うみ

に構造物
こうぞうぶつ

を真
ま

っすぐに

つくったり、あるいは、海
うみ

を埋
う

め立
た

てて土地
と ち

を つくったりするため、

工事
こうじ

する場所
ばしょ

の海
うみ

の深
ふか

さや土地
と ち

の高
たか

さ、広
ひろ

さや位置
い ち

を正確
せいかく

に測
はか

る

ことです。また、できあがった構造物
こうぞうぶつ

が 目 標
もくひょう

の位置
い ち

にあるか、

目 標
もくひょう

の高さ
たかさ

になっているかを測
はか

ることです。 

②海
うみ

には目 標
もくひょう

となるものが ないので、海
うみ

で位置
い ち

を決
き

める測 量
そくりょう

のと

きには、GPS（人
じん

工
こう

衛星
えいせい

の電波
でんぱ

で正確
せいかく

な位置
い ち

を測
はか

る機械
きかい

）で位置
い ち

を

測
はか

り、目 標
もくひょう

として旗竿
はたさお

や浮標
ふひょう

を設置
せっち

します。 

 

図
ず

－１００ GPSによる海
うみ

の測量
そくりょう

と測
そ く

量
りょう

の目標
もくひょう

のための旗竿
はたさお

の設置
せ っ ち

の ようす 
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図
ず

－１０１ 構造物
こうぞうぶつ

を作
つく

る位置
い ち

の測量
そくりょう

の ようす 

 

③海
うみ

の深さ
ふかさ

を測
はか

るときは、ソナーと言
い

われる機械
きかい

を使
つか

って、船
ふね

から

海底
かいてい

に向
む

かって音波
おんぱ

を出
だ

し、深
ふか

さを正
ただ

しく測
はか

ります。 

石
せき

材
ざい

均
なら

しの

目 印
めじるし

を付
つ

けてい

ケーソンの高
たか

さを確 認
かくにん

してい

る 
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図
ず

－１０２ ソナーを使
つか

った深
ふか

さの測量
そくりょう

の ようす 

 

④簡単
かんたん

に海
うみ

の深
ふか

さを測
はか

るときは、レッドと言
い

われるロープの先
さき

に重
おも

り

が ついたものを海
うみ

に投
な

げ入
い

れ、ロープの目
め

盛
も

りを読
よ

んで簡単
かんたん

に海
うみ

の

深
ふか

さを測
はか

ることも あります。 

 

 

図
ず

－１０３ レッドによる簡単
かんたん

な深
ふか

さの測量
そくりょう

の ようす 

GPSで 測
はか

った

位置
い ち

の深
ふか

さを 

測
はか

っている 

GPS 

重
おも

り 

重
おも

りを投
な

げ入
い

れたところ 
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２）出来形
で き が た

確認
かくにん

 

①出来形
で き が た

確認
かくにん

の目的
もくてき

は、工事
こうじ

で つくった構造物
こうぞうぶつ

が図面
ずめん

どおりに でき

ているかを調
しら

べることです。 

②出来形
で き が た

確認
かくにん

は、工事
こうじ

の区
く

切
ぎ

りや完成
かんせい

のときに、図面
ずめん

に指示
し じ

されてい

る場所
ばしょ

の長
なが

さ、幅
はば

、高
たか

さ、深
ふか

さなどを正確
せいかく

に測
はか

ります。完成
かんせい

したと

きに見
み

えなくなる場所
ばしょ

は、あとから確認
かくにん

できるように写真
しゃしん

を とって

おきます。 

 

 

図
ず

－１０４ 防波堤
ぼ うは てい

の出来形
で き が た

確認
かくにん

を行
おこな

っている ようす 

据
すえ

付
つ

けの すき間
ま

の大
おお

きさを測
はか

っている 

防波堤
ぼうはてい

の幅
はば

を 測
はか

っている 
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３）工程
こうてい

管理
かんり

 

①工事
こうじ

は、工事
こうじ

を始
はじ

めてから工事
こうじ

が完成
かんせい

するまでの日数
にっすう

が決
き

められて

います。この日数
にっすう

のことを工期
こうき

と言
い

います。工程
こうてい

管理
かんり

の目的
もくてき

は、工事
こうじ

が工期
こうき

までに完成
かんせい

するように、工事
こうじ

が進
すす

んでいるのか、工事
こうじ

が遅
おく

れ

ているのかを確認
かくにん

することです。 

②工程
こうてい

管理
かんり

で工事
こうじ

が遅
おく

れていることが分
わ

かったときは、工事
こうじ

を進
すす

める

方法
ほうほう

を 考
かんが

えて、工期
こうき

までに工事
こうじ

が完成
かんせい

するように調 整
ちょうせい

します。 

③工程
こうてい

管理
かんり

は、作業
さぎょう

の内容
ないよう

ごとに、進
すす

んでいるのか遅
おく

れているのかを

グラフに線
せん

を書
か

き入
い

れて 行
おこな

います。 

 

 

図
ず

－１０５  工程
こうてい

管理
か ん り

のためのグラフの例
れい

 

計 画
けいかく

 

実 績
じっせき

 浚 渫 工
しゅんせつこう

 

工 種
こうしゅ

/種 別
しゅべつ
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４）品質
ひんしつ

確認
かくにん

 

①品質
ひんしつ

確認
かくにん

の目的
もくてき

は、工事
こうじ

に使
つか

われる材
ざい

料
りょう

が図面
ずめん

の とおりの材質
ざいしつ

であるか、大
おお

きさであるか、強
つよ

さであるかを確認
かくにん

することです。 

②品質
ひんしつ

確認
かくにん

を 行
おこな

わないと、工事
こうじ

で つくる構造物
こうぞうぶつ

が完成
かんせい

したあとに、

形
かたち

が変
か

わったり、こわれたりすることが あります。 

 

 

図
ず

－１０６ 鉄
てつ

の材料
ざいりょう

の品質
ひんしつ

確認
かくにん

の ようす 

 

鋼
こう

矢板
やいた

の 形
かたち

を測
はか

っている 
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 図
ず

－１０７ 石材
せきざい

の品質
ひんしつ

管理
か ん り

の ようす 

 

 

図
ず

－１０８ コンクリートの品質
ひんしつ

管理
か ん り

の ようす 

 

５）現場
げんば

点検
てんけん

 

①現場
げんば

点検
てんけん

の目的
もくてき

は、事故
じ こ

なく工事
こうじ

が予定
よてい

どおりに進
すす

むようにするた

め、工事
こうじ

現場
げんば

に悪
わる

いところが ないかを確認
かくにん

することです。 

定 規
じょうぎ

で 石 材
せきざい

の 大
おお

きさ

を測
はか

っている 

コンクリートの  くずれた

形
かたち

（高
たか

さ）を測
はか

って やわ

らかさの品 質
ひんしつ

を管理
かんり

してい

る 
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②現場
げんば

点検
てんけん

は、一日
いちにち

の工事
こうじ

が始
はじ

まるときと終
お

わるときに 行
おこな

う日常
にちじょう

点検
てんけん

と、台風
たいふう

や地震
じしん

が起
お

こったあとに 行
おこな

う緊 急
きんきゅう

点検
てんけん

が あります。 

③日 常
にちじょう

点検
てんけん

、緊 急
きんきゅう

点検
てんけん

は、忘
わす

れることなく点検
てんけん

を 行
おこな

うため、点検
てんけん

する場所
ばしょ

を決
き

めた点検表
てんけんひょう

（チェックシート）を使
つか

って 行
おこな

います。 

 

図
ず

－１０９ 日常
にちじょう

点検
てんけん

の項目
こ う も く

を まとめた点検表
てんけんひょう

の例
れい
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３.２.２ 作業
さぎょう

船
せん

に関係
かんけい

する作業
さぎょう

 

１）点検
てんけん

と整備
せいび

作業
さぎょう

 

（１）目的
もくてき

 

①作業
さぎょう

船
せん

には、いろいろな機械
きかい

が ついています。作業
さぎょう

船
せん

の点検
てんけん

と整備
せいび

作業
さぎょう

の目
もく

的
てき

は、作業
さぎょう

船
せん

についている機械
きかい

が、正確
せいかく

に動
うご

くか、安全
あんぜん

に動
うご

くかを調
しら

べ、いつでも使
つか

えるようにすることです。 

②作業
さぎょう

船
せん

の点検
てんけん

と整備
せいび

作業
さぎょう

には、毎
まい

日
にち

行
おこな

う日
にち

常
じょう

点
てん

検
けん

と日
ひ

にちを決
き

めて 行
おこな

う定期
ていき

点検
てんけん

が あります。また、点検
てんけん

内容
ないよう

は法律
ほうりつ

で決
き

められ

たものも あります。 

 

（２）点検
てんけん

と整備
せいび

作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

①毎日
まいにち

行
おこな

う日 常
にちじょう

点検
てんけん

と整備
せいび

は、作業
さぎょう

の開始
かいし

の前
まえ

に 行
おこな

います。だい

たいの点検
てんけん

と整備
せいび

は次
つぎ

のとおりです。 

ａ 消
しょう

火
か

設
せつ

備
び

、救 命
きゅうめい

設備
せつび

などの安全
あんぜん

のための設備
せつび

の点検
てんけん

 

 

 

図
ず

－１１０ 救命
きゅうめい

設備
せ つ び

 

救 命
きゅうめい

設備
せつび

が

入
い

れてある箱
はこ
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図
ず

－１１１ 消化
しょうか

設備
せ つ び

 

 

ｂ 船体
せんたい

、甲板
こうはん

の 形
かたち

が変
か

わっていないか、 油
あぶら

や汚
よご

れが ついていな

いかの点検
てんけん

 

 

 

図
ず

－１１２ 船体
せんたい

の点検
てんけん

の ようす 

 

消 火
しょうか

ホース 消火器
しょうかき

 

フェアリーダーの例
れい

 

ワイヤの巻
ま

き出
だ

し、巻
まき

取
と

りのとき、ローラーが回
まわ

っているかを 点 検
てんけん

して

いる 
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図
ず

－１１３ 作業
さぎょ う

船
せん

の甲板
こうはん

の安全
あんぜん

通路
つ う ろ

の点検
てんけん

と清掃
せいそう

の ようす 

 

 

図
ず

－１１４ 甲板
こうはん

の清掃
せいそう

の ようす 

 

  

安 全
あんぜん

通路
つうろ
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ｃ エンジンや発
はつ

電機
でんき

から変
へん

な音
おと

が でていないかの点検
てんけん

 

 

 

図
ず

－１１５ 発
はつ

電機
で ん き

の点検
てんけん

の ようす 

 

ｄ クレーンのフックやブームに傷
きず

がついたり、形
かたち

が変
か

わっていない

かの点検
てんけん

 

 

図
ず

－１１６ クレーンのフックの点検
てんけん

の ようす 

ライトを 使
つか

っ

てエンジンオイ

ル な ど 発
はつ

電機
でんき

の中
なか

を点 検
てんけん

し

ている 

フックの点 検
てんけん

 

フックの はずれ止
ど

めが

正
ただ

しく動
うご

くか 点 検
てんけん

し

ている 
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図
ず

－１１７ 形
かたち

が変
か

わったクレーンのブームの例
れい

 

 

ｅ ワイヤが すり減
へ

ったり、傷
きず

が ついたりしていないかの点検
てんけん

 

ｆ ウインチのワイヤが正
ただ

しく 巻
ま

けているか、ブレーキが かかるか、

また、ボルト、ナットが ゆるんでいないかの点検
てんけん

 

 

図
ず

－１１８ ウインチの点検
てんけん

の ようす 

クレーンのブーム 

変 形
へんけい

ワイヤが正
ただ

しく巻
ま

いているかを

点 検
てんけん

している 

ブレーキが 正
ただ

しく 動
うご

くか

点 検
てんけん

している 
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②定期
ていき

点検
てんけん

と整備
せいび

は、１カ月
いっかげつ

に１回
いっかい

行
おこな

う月例
げつれい

点検
てんけん

、１年
いちねん

に１回
いっかい

行
おこな

う年次点検
ねんじてんけん

が あります。定期
ていき

点検
てんけん

と整備
せいび

では、日 常
にちじょう

点検
てんけん

と整備
せいび

で

確認
かくにん

できない場所
ばしょ

を くわしく調
しら

べます。 

 

図
ず

－１１９ ワイヤの交換
こうかん

の ようす 

 

 

図
ず

－１２０ 溶接
ようせつ

による甲板
こうはん

を 直
なお

している ようす 

新
あたら

しいワイヤを巻
ま

いている 

 

穴
あな

が開
あ

いたり、薄
うす

くなっ

た 甲 板
こうはん

に 鉄
てつ

の 板
いた

を

溶 接
ようせつ

している 
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２）作業
さぎょう

船
せん

の回航
かいこう

作業
さぎょう

 

（１）目的
もくてき

 

①回航
かいこう

作業
さぎょう

の目的
もくてき

は、作業
さぎょう

船
せん

の基地港
き ち こ う

（作業
さぎょう

がないときに停泊
ていはく

して

いる 港
みなと

）から遠
とお

く離
はな

れた工事
こうじ

現場
げんば

に作業
さぎょう

船
せん

を移動
いどう

させることです。 

②多
おお

くの作業
さぎょう

船
せん

には移動
いどう

のためのエンジンが ついていません。回航
かいこう

作業
さぎょう

には、作業
さぎょう

船
せん

を引
ひ

く引
ひき

船
ふね

と 錨
いかり

を設置
せっち

する揚
よう

錨
びょう

船
せん

と いっし

ょに まとまって船団
せんだん

で移動
いどう

します。 

 

（２）回航
かいこう

作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

①ここでは、起重機
きじゅうき

船
せん

の回航
かいこう

の作業
さぎょう

を説明
せつめい

します。 

②回航
かいこう

作業
さぎょう

の準備
じゅんび

として、工事
こうじ

に必要
ひつよう

な機材
きざい

や道具
どうぐ

などを係 留
けいりゅう

して

いる岸壁
がんぺき

からクレーンを使
つか

って作
さ

業
ぎょう

船
せん

に積
つ

みこみます。作業
さぎょう

船
せん

に

積
つ

みこむ機
き

材
ざい

や道具
どうぐ

は、工事
こうじ

によって違
ちが

います。 

 

図
ず

－１２１ クレーン車
しゃ

の積
つ

みこみの ようす 

クレーン車
しゃ
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図
ず

－１２２ 積
つみ

こみされたワイヤの ようす 

 

③回 航 中
かいこうちゅう

は、船
ふね

が ゆれて、作
さ

業
ぎょう

船
せん

の機
き

械
かい

が こわれたりしないよう

に、保護
ほ ご

するための器具
き ぐ

を取
と

り付
つ

けます。 

 

図
ず

－１２３ クレーンのフックの ゆれを防
ふせ

ぐ保護
ほ ご

具
ぐ

の ようす 

ワイヤ 

ディスタンスビーム 

 

ディスタンスビーム 

 

フックの ゆれを防
ふせ

ぐ 
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④作業
さぎょう

船
せん

に積
つ

みこんだ機材
きざい

や道具
どうぐ

が回 航 中
かいこうちゅう

に波
なみ

による ゆれで移動
いどう

したり、倒
たお

れたりしないように固定
こてい

します。 

 

 

図
ず

－１２４ 作業
さぎょ う

船
せん

に積
つ

みこんだ機材
き ざ い

の固定
こ て い

の ようす 
 

⑤作業
さぎょう

船
せん

を引
ひ

くためのロープで引船
ひきふね

と作業
さぎょう

船
せん

を つなぎます。ロープ

を つなぐときは、作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

のウィンチを使
つか

います。ロープの長
なが

さは 長
ながい

いもので 150～200m にもなります。ロープの直 径
ちょっけい

は太
ふと

い

もので約
やく

10cm にも なります。 

アンカーを固定
こてい

 

小型
こがた

船
せん

をワイヤで固定
こてい
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図
ず

－１２５ 回航中
かいこうちゅう

の引船
ひきふね

と作業
さぎょ う

船
せん

の ようす 

 

⑥準備
じゅんび

が終
お

わったら、岸
がん

壁
ぺき

を離
はな

れます。これを離岸
りがん

と言
い

います。 

⑦回 航 中
かいこうちゅう

、作業
さぎょう

船
せん

には、引船
ひきふね

で引
ひ

かれている船
ふね

と わかるように

標 識
ひょうしき

を つけます。標 識
ひょうしき

は世界
せかい

のルールで決
き

まっています。 

引船（１隻）

 

非航作業船（１隻） 

  

引 船
ひきふね

 

 

えい航
こう

ロープ 

 

非航
ひこう

作 業
さぎょう

船
せん

 

ウインチ 

引 船
ひきふね
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図
ず

－１２６ 引
ひき

船
ふね

に引
ひ

かれている船
せん

舶
ぱく

の標識
ひょうしき

の例
れい

 

 

⑧回 航 中
かいこうちゅう

は、安全
あんぜん

のため、船
ふね

に乗
の

っている作業員
さぎょういん

は、次
つぎ

のことを 行
おこな

います。 

a.他
た

の船
ふね

、橋
はし

や防波堤
ぼうはてい

などの構造物
こうぞうぶつ

に ぶつからないように安全
あんぜん

を

確認
かくにん

します。 

b.えい航
こう

ロープに悪
わる

いところが ないか点検
てんけん

します。 

c.資
し

機材
きざい

を固定
こてい

したロープに ゆるみや、悪
わる

いところがないかを点検
てんけん

し

ます。 

⑨作業
さぎょう

船
せん

が入 港
にゅうこう

し岸壁
がんぺき

の近
ちか

くまで きたら、引
ひき

船
ふね

のえい航
こう

ロープを

をはずします。 

⑩作業
さぎょう

船
せん

を岸壁
がんぺき

に着
つ

けます。このことを着 岸
ちゃくがん

と言
い

います。 

⑪機材
きざい

や道具
どうぐ

の固定
こてい

を はずします。 
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３）作業
さぎょう

船
せん

の着 岸
ちゃくがん

・離岸
りがん

作業
さぎょう

と係 留
けいりゅう

・停泊
ていはく

作業
さぎょう

 

（１）目的
もくてき

 

①着 岸
ちゃくがん

作業
さぎょう

の目的
もくてき

は、作業
さぎょう

船
せん

を岸壁
がんぺき

に着
つ

けることです。 

②離岸
りがん

作業
さぎょう

の目的
もくてき

は、作業
さぎょう

船
せん

を岸壁
がんぺき

から離
はな

すことです。 

③係 留
けいりゅう

・停泊
ていはく

作業
さぎょう

の目的
もくてき

は、安全
あんぜん

に人
ひと

の乗
の

り降
お

りや物
もの

の積
つ

みおろし

を 行
おこな

うため、作業
さぎょう

船
せん

を岸壁
がんぺき

に固定
こてい

することです。 

 

（２）着 岸
ちゃくがん

作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

①作業
さぎょう

船
せん

が岸壁
がんぺき

に近
ちか

づいたら、作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

の 錨
いかり

を揚
よう

錨
びょう

船
せん

が取
と

りに 

行
い

きます。アンカーブイは 錨
いかり

に取
と

りつけてあります。 

②揚
よう

錨
びょう

船
せん

は、アンカーブイの付
つ

いた 錨
いかり

を目 標
もくひょう

の場所
ばしょ

に運
はこ

び、海
うみ

に

入
い

れます。これを投 錨
とうびょう

といいます。 

 

図
ず

－１２７ 投錨
とうびょう

に向
む

かう揚錨船
ようびょうせん

 

アンカーブイ 

錨
いかり
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図
ず

－１２８ 作業
さぎょ う

船
せん

のアンカーとアンカーブイ 

 

③作業
さぎょう

船
せん

から、係 留
けいりゅう

ロープを岸壁
がんぺき

の上
うえ

に投
な

げて、岸壁
がんぺき

の上
うえ

にいる

作業員
さぎょういん

が係 船 柱
けいせんちゅう

に係 留
けいりゅう

ロープをかけます。これを、綱
つな

取
と

りと言
い

います。 

作 業
さぎょう

船
せん

 

アンカー 

（ 錨
いかり

） 

アンカーブイは、アン

カーを引
ひ

き上
あ

げるとき

の 目 標
もくひょう

。アンカーブ

イを引
ひ

き上
あ

げ、続
つづ

けて

アンカーを引
ひ

き上
あ

げま

す 

アンカーブイ 
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④作業
さぎょう

船
せん

のウィンチを動
うご

かして係 留
けいりゅう

ロープを巻
ま

いて、作業
さぎょう

船
せん

を予定
よてい

した場所
ばしょ

に移動
いどう

させます。 

 

図
ず

－１２９ 係留
けいりゅう

ロープを係船柱
けいせんちゅう

にかける ようす 
 

（３）係 留
けいりゅう

・停泊
ていはく

作業
さぎょう

の手
て

順
じゅん

 

①着 岸
ちゃくがん

したあと、船
ふね

に乗
の

るため、船
ふね

から降
お

りるために渡り
わた

桟橋
さんばし

を か

けます。 

②船
ふね

から降
お

りる乗
のり

組員
くみいん

は、船 長
せんちょう

に船
ふね

に もどる予定
よてい

などを報告
ほうこく

して

船
ふね

から降
お

ります。 

係 留
けいりゅう

ロープ 
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図
ず

－１３０ 作業
さぎょ う

船
せん

の乗
の

り降
お

りのための渡
わた

り桟橋
さんばし

 

 

③船
ふね

に泊
と

まる作業員
さぎょういん

は、停泊
ていはく

しているときは、安全
あんぜん

のための点検
てんけん

を

行
おこな

います。 

 

（４）離岸
りがん

作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

①えい航
こう

ロープで引船
ひきふね

と作業
さぎょう

船
せん

を つなぎます。 

②揚
よう

錨
びょう

船
せん

が、 錨
いかり

を上
あ

げます。これを揚
よう

錨
びょう

と言
い

います。 錨
いかり

を作業
さぎょう

船
せん

に積
つ

みこみます。 

③岸壁
がんぺき

の上
うえ

にいる作業員
さぎょういん

が作業
さぎょう

船
せん

の 係 留
けいりゅう

ロープを はずし、作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

の作業員
さぎょういん

が、係 留
けいりゅう

ロープを作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

のウィンチで巻
ま

き取
と

ります。 

④引船
ひきふね

が移動
いどう

を はじめた あと、作業
さぎょう

船
せん

が離岸
りがん

します。 

渡
わた

り桟
さん

橋
ばし
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図
ず

－１３１ 係留
けいりゅう

ロープを はずし、離岸
り が ん

を はじめた ようす  

係 留
けいりゅう

ロー

プを外
はず

し終
お

わったとこ

ろ 

引 船
ひきふね

が移動
いどう

を 

はじめたところ 
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４）作業
さぎょう

船
せん

の固定
こてい

作業
さぎょう

 

（１）目的
もくてき

 

①作業
さぎょう

船
せん

の固定
こてい

作業
さぎょう

の目的
もくてき

は、作業
さぎょう

船
せん

が波
なみ

や風
かぜ

によって工事
こうじ

現場
げんば

か

ら移動
いどう

しないようにすることです。 

 

 

図
ず

－１３２ 工事
こ う じ

現場
げ ん ば

に作業
さぎょ う

船
せん

を固定
こ て い

している ようす 
 

（２）作業
さぎょう

船
せん

の固定
こてい

作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

①ここでは、揚
よう

錨
びょう

船
せん

を使
つか

って、工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

に起重機
きじゅうき

船
せん

を固定
こてい

するとき

の作業
さぎょう

の手順
てじゅん

を説明
せつめい

します。 

４つのウインチ

と４つのアンカ

ーによる固定
こてい

 100～200ｍ

100～200ｍ

30～60°

30～60°
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図
ず

－１３３ 起重機
き じ ゅ う き

船
せん

の工事
こ う じ

現場
げ ん ば

での固定
こ て い

の ようす 

 

②揚
よう

錨
びょう

船
せん

で起重機
きじゅうき

船
せん

のアンカーにワイヤを取
と

り付
つ

けて、つり上
あ

げます。 

③アンカーを つったまま、揚
よう

錨
びょう

船
せん

を目 標
もくひょう

の位置
い ち

に移動
いどう

します。 

④揚
よう

錨
びょう

船
せん

が目 標
もくひょう

の位置
い ち

に ついたら、アンカーを下
お

ろします。 

⑤海洋土
かいようど

木工
ぼくこう

の だいたいの作業
さぎょう

 

 ａ 船 長
せんちょう

の指示
し じ

で、起重機
きじゅうき

船
せん

のウインチ操作
そうさ

 

 ｂ 合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

の指示
し じ

で、アンカーにワイヤを かける作業
さぎょう

、揚
よう

錨
びょう

船
せん

のウインチ操作
そうさ

 

船
ふね

の上
うえ

のウイン

チで 右 左
みぎひだり

に移動
いどう

し易
やす

いように船
ふね

を固定
こてい

している 



112 

 

 

図
ず

－１３４ アンカーの例
れい

 

アンカー 

シンカー 

アンカーとは、船
ふね

の位置
い ち

を固定
こてい

するために、海 底
かいてい

に設置
せっち

する おもりの

ことです。ツメが ついていて、それが海 底
かいてい

に ささることで、位置
い ち

を固定
こてい

することができます。 錨
いかり

とも呼
よ

びます。また、ブロックのような おも

りのことをシンカーと呼
よ

びます。 

ツメ 
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図
ず

－１３５ アンカーにワイヤを取
と

り付
つ

けている ようす 

 

 

図
ず

－１３６ 揚
よう

錨
びょう

船
せん

を使
つか

ってアンカーを設置
せ っ ち

する ようす 

アンカー 

ワイヤ 

アンカー 

アンカーを設置
せっち

した 

ところ 

アンカーブイ 

アンカーを設置
せっち

し

に行
い

く揚
よう

錨
びょう

船
せん
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図
ず

－１３７ 揚
よう

錨
びょう

船
せん

のウインチ操
そう

作
さ

によるアンカーの つり上
あ

げ、下
お

ろしの ようす 

  

作 業
さぎょう

船
せん

のアンカーを 

つり上
あ

げている 

揚
よう

錨
びょう

船
せん

の操
そう

船 室
せんしつ

で

ウインチを操作
そうさ

している 
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５）玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

 

（１）目的
もくてき

 

①玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

は、クレーンを使
つか

って荷
に

物
もつ

を つり上
あ

げるとき、荷物
にもつ

にワイ

ヤを取
と

り付
つ

けたり、はずしたりする作業
さぎょう

のことです。 

②海
うみ

の工事
こうじ

では、起重機
きじゅうき

船
せん

（クレーン船
せん

）を使
つか

って、コンクリートブ

ロックや いろいろな機材
きざい

の積
つ

みおろしを 行
おこな

います。玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

は、

クレーン作業
さぎょう

と連絡
れんらく

を取
と

って 行
おこな

います。 

 

図
ず

－１３８ 玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょ う

の例
れい

 

フックのあるブロックの玉
たま

掛
がけ

 

フックのないブロックの玉
たま

掛
がけ

 

重
おも

い荷
に

物
もつ

の玉
たま

掛
がけ
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（２）玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

は、資
し

格
かく

が必
ひつ

要
よう

な作
さ

業
ぎょう

です。資格
しかく

を  もっていない

作業員
さぎょういん

は、必ず
かならず

資格
しかく

を もった作業員
さぎょういん

と いっしょに作業
さぎょう

します。こ

こでは、玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

の手
て

順
じゅん

を説
せつ

明
めい

します。 

 

 

図
ず

－１３９ 玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょ う

の手
て

順
じゅん

 
 

①器
き

具
ぐ

の選
せん

定
てい

 

つり荷
に

（つり上
あ

げたり、下
お

ろしたりする荷
に

物
もつ

を言
い

います）の重
おも

さに合
あ

① 器
き

具
ぐ

の選
せん

定
てい

 

② 器
き

具
ぐ

の点
てん

検
けん

 

③ 合
あい

図
ず

と安
あん

全
ぜん

の確
かく

認
にん

 

④ ワイヤの取
と

り付
つ

け 

⑤ 巻
ま

き上
あ

げの開
かい

始
し

 

⑥ 玉
たま

掛
がけ

用
よう

具
ぐ

の片
かた

付
づ

け 
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ったワイヤやシャックルなどの玉
たま

掛
がけ

に使
つか

う器具
き ぐ

を選
えら

びます。 

②器
き

具
ぐ

の点
てん

検
けん

 

玉
たま

掛
がけ

に使
つか

う器具
き ぐ

を点検
てんけん

します。ワイヤは、切
き

れたり、形
かたち

が変
か

わって

いないか、シャックルは、傷
きず

や 形
かたち

が変
か

わっていないか、フックは、

傷
きず

や 形
かたち

が変
か

わっていないか、はずれ止
ど

めが正
ただ

しく動
うご

くかを点
てん

検
けん

し

ます。切
き

れたり、大
おお

きな傷
きず

や 形
かたち

が変
か

わった器
き

具
ぐ

を使
つか

ってはいけませ

ん。 

 

 

図
ず

－１４０ 玉
たま

掛
がけ

器具
き ぐ

の例
れい

 
 

ワイヤとフックが 

シャックルで 

つながれている 
シャックル 

ワイヤ 

フック 

はずれ止
ど

めつきフック 
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図
ず

－１４１ ワイヤの傷
きず

、形
かたち

が変
か

わったワイヤ の例
れい

 

 

 

図
ず

－１４２ 傷
きず

があって使
つか

えないシャックルの例
れい

 

  

③合
あい

図
ず

と安
あん

全
ぜん

の確
かく

認
にん

 

玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

とクレーン作業
さぎょう

との 間
あいだ

の連絡
れんらく

が取
と

れるようになっている

ことを確認
かくにん

します。玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

を 行
おこな

う作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が つり荷
に

の下
した

に入
はい

ら

ないように つり荷
に

から離
はな

れることのできる場所
ばしょ

が あることを確認
かくにん

します。 

素線
そせん

切
ぎ

れ 

つぶれ 

傷
きず

 

シャックルの 形
かたち

が変
か

わっ

たので、ネジ山
やま

が ふつう

より たくさん見
み

えている 
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図
ず

－１４３ 玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょ う

の作業員
さぎょういん

の配置
は い ち

の例
れい

 
 

④ワイヤの取
と

り付
つ

け 

ブロックの玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

は、ブロックに つり上
あ

げに使
つか

う金具
かなぐ

（鉄
てつ

で で

きた器具
き ぐ

のことを言
い

う）が ついているときには、金具
かなぐ

にフックやシャ

ックルを取
と

り付
つ

けます。消波
しょうは

ブロックのように つり上
あ

げのための

金具
かなぐ

がない場合
ばあい

は、ブロックの 形
かたち

に合
あ

わせて、ワイヤを取
と

り付
つ

けま

す。取
と

り付
つ

けが終
お

わったら、合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

が、クレーンのオペレータ

ーに、ワイヤの取
と

り付
つ

けが終
お

わったことを合図
あいず

します。 

 

合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

は、

クレーンオペレータ

ーと玉
たま

掛
がけ

を 行
おこな

う

作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

が見
み

える

安 全
あんぜん

な場所
ばじょ

で合図
あいず

する 

玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

を 行
おこな

う

作
さ

業
ぎょう

者
しゃ

は、つり荷
に

の

下
した

に入
はい

らないように

広
ひろ

く安 全
あんぜん

な場所
ばしょ

で玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

をする 
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図
ず

－１４４ 金
かな

具
ぐ

が ついた ブロックの玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

の ようす 

 

つり筋
きん

と言
い

う つり上
あ

げるための 金
かな

具
ぐ

が 

ついている 

シャックル 

ワイヤ 

フック 
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図
ず

－１４５ つり上
あ

げのための金具
か な ぐ

が ないブロックの 

玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

の ようす 

 

玉
たま

掛
がけ

場所
ばしょ

から作 業
さぎょう

船
せん

の

クレーンで移動
いどう

 

作 業
さぎょう

船
せん

に積
つ

みこんでいる 

ブロックに合
あ

わせた 玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

をして

いる 
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図
ず

－１４６ 専用
せんよう

の器具
き ぐ

を使
つか

った玉
たま

掛
がけ

作
さぎょう

業
ぎょう

の ようす 

 

図
ず

－１４７ 重
おも

い つり荷
に

（ケーソン）の玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょ う

の ようす 
 

つり 枠
わく

と言
い

う 専
せん

用
よう

の用
よう

具
ぐ

 

シャックルで つ

りワイヤと つり

筋
きん

を つなげる

玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

をし

ている 

つりワイヤ 

つり筋
きん

 

シャックル 

玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

が終
お

わったあと

で、起重機
きじゅうき

が重
おも

い つり荷
に

を 

つっているところ 
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 ⑤巻
ま

き上
あ

げの開
かい

始
し

 

ワイヤの取
と

り付
つ

けが終
お

わったあと、ワイヤを巻
ま

き上
あ

げ、一
いち

度
ど

止
と

め、 

つり荷
に

の安
あん

定
てい

を確
かく

認
にん

します。つり荷
に

が安
あん

定
てい

であることを確
かく

認
にん

した 

ら、巻
ま

き上
あ

げを続
つづ

けます。 

⑥玉
たま

掛
がけ

用
よう

具
ぐ

の片
かた

付
づ

け 

つり荷
に

を運
はこ

び終
お

わったら、玉
たま

掛
がけ

用
よう

具
ぐ

を取
と

りはずします。玉
たま

掛
がけ

用
よう

具
ぐ

は、点
てん

検
けん

して片
かた

付
づ

けます。切
き

れたり、 形
かたち

が変
か

わったワイヤ、大
おお

き

な傷
きず

や 形
かたち

が変
か

わったシャックルは、捨
す

てます。 
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６）クレーン作業
さぎょう

 

（１）目的
もくてき

 

①クレーン作業
さぎょう

は、重
おも

いものを つり上
あ

げて、場所
ばしょ

を移動
いどう

して、違
ちが

う場
ば

所
しょ

に 下
お

ろす作
さ

業
ぎょう

です。クレーン作業
さぎょう

は、クレーンの先
さき

に取
と

り付
つ

け

られた機械
きかい

の種類
しゅるい

によって、いろいろな作業
さぎょう

を 行
おこな

うことができま

す。 

②海洋
かいよう

土木
どぼく

では、作業
さぎょう

船
せん

にあるクレーンを使
つか

って、浚 渫
しゅんせつ

工事
こうじ

、基
き

礎石
そいし

の投 入
とうにゅう

工事
こうじ

、ブロックの据付
すえつけ

工事
こうじ

などを 行
おこな

います。 
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図
ず

－１４８ 作業
さぎょ う

船
せん

に ついている いろいろなクレーン 

 

土砂
どしゃ

を つかむ 

グラブバケット 

石 材
せきざい

を つかむ 

オレンジピール 

ワイヤを掛ける
か け る

ための

フック 

まっすぐ つるための つり枠
わく
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（２）クレーン作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

クレーンの運転
うんてん

は、資格
しかく

が必要
ひつよう

です。資格
しかく

を もっていない作業員
さぎょういん

は、必ず
かならず

資格
しかく

を もった作業員
さぎょういん

と いっしょに作業
さぎょう

します。ここでは、

クレーン作
さ

業
ぎょう

の手
て

順
じゅん

を説
せつ

明
めい

します。 

 

 

図
ず

－１４９ クレーン作業
さぎょ う

の手
て

順
じゅん

 
 

①クレーンの点
てん

検
けん

 

クレーン作業
さぎょう

のはじめに、クレーンの点検
てんけん

を 行
おこな

います。点検
てんけん

の方法
ほうほう

は、それぞれのクレーンに決
き

まっている方法
ほうほう

があります。 

 

① クレーンの点
てん

検
けん

 

② 合
あい

図
ず

の確
かく

認
にん

 

③ 安
あん

全
ぜん

の確
かく

認
にん

 

④ クレーンの運
うん

転
てん

 

⑤ 作
さ

業
ぎょう

の 終
しゅう

了
りょう

と点
てん

検
けん
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②合
あい

図
ず

の確
かく

認
にん

 

クレーン作業
さぎょう

は、クレーンオペレーターと言
い

われるクレーンを運転
うんてん

する人
ひと

、作業
さぎょう

の合図
あいず

を出
だす

す人
ひと

、玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

を 行
おこな

う人
ひと

が いっしょに

なって、作業
さぎょう

を 行
おこな

います。作業
さぎょう

を 行
おこな

うまえに、合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

と連
れん

絡
らく

できるようにしておきます。また、クレーン作業
さぎょう

の合図
あいず

の方法
ほうほう

に

ついても、確認
かくにん

します。 
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図
ず

－１５０ クレーン作業
さぎょ う

と主
おも

な合図
あ い ず

の方
ほう

法
ほう

① 
 

 

 水
すい

平
へい

移
い

動
どう

 

腕
うで

を上
あ

げ、手
て

を 開
ひら

いて つり荷
に

を動
うご

かす

方
ほう

向
こう

に 向
む

けて 手
て

と腕
うで

を 大
おお

きく  

ゆっくり動
うご

かす 

つり荷
に

（ブロック）を 

巻
ま

き上
あ

げるときの 合
あい

図
ず

 

つり荷
に

（ブロック） 

を横
よこ

に動
うご

かす 合
あい

図
ず

 

 巻
ま

き上
あ

げ  

手
て

で ももの 上
うえ

を たたいたあと、ひじ 

を 伸
の

ばして 手
て

を 上
あ

げて  大
おお

き
き

く
く

  

ゆっくり 回
まわ

す 

 

もも 
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図
ず

－１５１ クレーン作業
さぎょ う

と主
おも

な合図
あ い ず

の方
ほう

法
ほう

② 

 停止
ていし

  

手
て

を 開
ひら

いて 前
まえ

に 向
む

け ひじを 

 伸
の

ばして 高
たか

く 上
あ

げる 

つり荷
に

（ブロック）の 

動
うご

き
き

を 止
と

める 合
あい

図
ず

 

  急
きゅう

停
てい

止
し

  

両
りょう

手
て

を 開
ひら

いて 前
まえ

に 向
む

け  

ひじを  伸
の

ばして 高
たか

く 上
あ

げて ふる 

つり荷
に

（ブロック）の動
うご

き

を 急
いそ

いで 止
と

める 合
あい

図
ず
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図
ず

－１５２ クレーン作業
さぎょ う

と主
おも

な合図
あ い ず

の方
ほう

法
ほう

③ 

 

③安
あん

全
ぜん

の確
かく

認
にん

 

クレーン作業
さぎょう

の安全
あんぜん

を確認
かくにん

します。クレーン作業
さぎょう

を 行
おこな

っていると

きに、クレーンの周
ま

りに人
ひと

が近
ちか

づかないように立
た

ち入
い

り禁
きん

止
し

にしま

す。合図
あいず

を出
だ

す人
ひと

は、クレーンオペレーターと玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

を 行
おこな

う人
ひと

が

 巻
ま

き下
さ

げ  

手
て

で ももの 上
うえ

を たたいたあと、腕
うで

を 

伸
の

ばして上
あ

げ、手
て

を 下
した

に向
む

け 動
うご

かす 

 作
さ

業
ぎょう

終
しゅう

了
りょう

  

両
りょう

手
て

を 頭
あたま

の上
うえ

に あげて  

ばつ（✖）にする 

つり荷
に

（ブロック）を 

下
お

ろす合
あい

図
ず

 

作
さ

業
ぎょう

を終
お

わるときの合
あい

図
ず

 

もも 
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良
よ

く見
み

えるところに立
た

ちます。 

 

図
ず

－１５３ クレーン作業
さぎょ う

の安全
あんぜん

の確認
かくにん

の例
れい

 

 

④クレーンの運
うん

転
てん

 

合図
あいず

を出
だ

す人
ひと

の合図
あいず

にしたがって、クレーンオペレータ―は、クレー

ンを運転
うんてん

し、土砂
どしゃ

や石
いし

、ブロックなどの重
おも

いものを つり上
あ

げ、指示
し じ

された場所
ばしょ

に移動
いどう

し、投 入
とうにゅう

したり、下
お

ろします。 

 

立入禁止
たちいりきんし

 

のための柵
さく

 

よく見
み

える場
ば

所
しょ

に

作 業 員
さぎょういん

を配置
はいち

する 

広
ひろ

さのある場所
ばしょ

で作 業
さぎょう

する 
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図
ず

－１５４ ブロックの据付
すえつけ

工事
こ う じ

のクレーン作業
さぎょ う

の ようす 

合図
あいず

を出
だ

す人
ひと

の合図
あいず

に したがい、ブロックを据
す

え付
つ

ける 

玉
たま

掛
がけ

作
さ

業
ぎょう

をしている 

つり荷
に

から

離
はな

れた安
あん

全
ぜん

な 場
ば

所
しょ

で  

つり 作 業
さぎょう

を 

みている 
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図
ず

－１５５ 石材
せきざい

の投入
とうにゅう

工事
こ う じ

のクレーン作業
さぎょ う

の ようす 
 

⑤作
さ

業
ぎょう

の 終
しゅう

了
りょう

と点
てん

検
けん

 

クレーン作業
さぎょう

が終
お

わったら、クレーンを点
てん

検
けん

し、悪
わる

い場
ば

所
しょ

は、整備
せいび

します。 

  

合図
あいず

を出
だ

す人
ひと

の合図
あいず

に

し た が い 石 材
せきざい

を

投 入
とうにゅう

している 
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７）ウインチ作業
さぎょう

  

（１）目的
もくてき

 

①ウインチは、ワイヤを巻
ま

き上
あ

げたり、送
おく

り出
だ

したりすることが でき

る機械
きかい

です。海
うみ

の工事
こうじ

では、ウインチを使
つか

って作業
さぎょう

船
せん

の位置
い ち

を移動
いどう

することで ケーソンの据付
すえつけ

工事
こうじ

や、航路
こうろ

の浚 渫
しゅんせつ

工事
こうじ

など、いろい

ろな作業
さぎょう

を 行
おこな

います。作業
さぎょう

船
せん

は、四隅
よすみ

に設置
せっち

したウインチを使
つか

っ

て、ワイヤの長
なが

さを調 整
ちょうせい

して、海
うみ

での位置
い ち

を正確
せいかく

に移動
いどう

します。 

②また、揚
よう

錨
びょう

船
せん

では、ウインチを使
つか

って 錨
いかり

を上
あ

げたり、下
お

ろしたり 

します。 

③ウインチの操作
そうさ

は、ウインチのある場所
ばしょ

で操作
そうさ

する方法
ほうほう

と、ウインチ

から離
はな

れた部屋
へ や

でモニターを見
み

ながら操
そう

作
さ

する方法
ほうほう

があります。 
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図
ず

－１５６ 作業
さぎょ う

船
せん

のウインチ 
 

ウインチ 

ウインチ 
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図
ず

－１５７ ウインチ操作
そ う さ

によるケーソン据付
すえつけ

工事
こ う じ

の ようす 

 

据
す

え付
つ

け作 業
さぎょう

が終
お

わ

り、次
つぎ

のケーソンを据
す

え付
つ

けている 

最 初
さいしょ

に据
す

え付
つ

けら

れたケーソンの上
うえ

に設置
せっち

したウイン

チで、次
つぎ

のケーソ

ン を 据
す

え 付
つ

け る

作 業
さぎょう

をしている 
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図
ず

－１５８ ウインチ操作
そ う さ

によるアンカー（錨
いかり

）の 

巻
ま

き上
あ

げ作
さ

業
ぎょう

の ようす 

アンカーブイを引
ひ

き上
あ

げて、

ウインチでワイヤを巻
ま

いて、

アンカーを引
ひ

き上
あ

げる。 

作 業 員
さぎょういん

B がウインチを操作
そうさ

し、作 業 員
さぎょういん

A が巻
ま

き上
あ

げの

補助
ほじょ

をしている 

アンカーブイ 

アンカー 

（ 錨
いかり

） 

作 業
さぎょう

船
せん

 

アンカーブイ 

ウインチを

操作
そうさ

する

作 業 員
さぎょういん

 

アンカー 

ブイ 

ウインチ 
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図
ず

－１５９ ウインチ操作
そ う さ

 
  

ウインチの場所
ばしょ

で

操作
そうさ

している 

ウインチから離
はな

れた

ところで操作
そうさ

している 
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（２）ウインチ作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

ウインチの操作
そうさ

は、資格
しかく

が必要
ひつよう

です。資格
しかく

を もっていない作業員
さぎょういん

は、

必ず
かならず

資格
しかく

を もった作業員
さぎょういん

と いっしょに作業
さぎょう

します。ここでは、ウイ

ンチ作
さ

業
ぎょう

の手
て

順
じゅん

を説
せつ

明
めい

します。 

 

 

図
ず

－１６０ ウインチ作業
さぎょ う

の手
て

順
じゅん

 
 

①ウインチの点
てん

検
けん

 

ウインチは、機械
きかい

の種類
しゅるい

によって、点検
てんけん

の方法
ほうほう

が違
ちが

います。使
つか

うま 

えに、点検
てんけん

の方法
ほうほう

を確認
かくにん

しておきます。ウインチを操作
そうさ

するまえに 

点検
てんけん

の方法
ほうほう

にしたがって、ワイヤが正
ただ

しく巻
ま

けていること、ブレー

① ウインチの点検 

② 合
あい

図
ず

の確
かく

認
にん

 

③ 安
あん

全
ぜん

の確
かく

認
にん

 

④ ウインチの操
そう

作
さ

 

⑤ 作
さ

業
ぎょう

の 終
しゅう

了
りょう

と点
てん

検
けん
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キが かかること、ボルトやナットが ゆるんでいないことなど、ウイ

ンチが安全
あんぜん

に動
うご

くことを確認
かくにん

します。また、ワイヤに傷
きず

、変形
へんけい

がな

いことを確認
かくにん

します。 

 

 

図
ず

－１６１ ウインチの点検
てんけん

項目表
こうもくひょう

の例
れい

 

 

②合
あい

図
ず

の確
かく

認
にん

 

ウインチ操作
そうさ

は、合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

の指示
し じ

で 行
おこな

います。合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

  

と、ウインチ操
そう

作
さ

をする前
まえ

に合図
あいず

方法
ほうほう

を決
き

めておきます。 
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図
ず

－１６２ 合図
あ い ず

の方法
ほうほう

 

 

③安
あん

全
ぜん

の確
かく

認
にん

 

ウインチの周
まわ

りや、ウインチに つながったワイヤの近
ちか

くに、人
ひと

が い

ないことを確認
かくにん

します。 

④ウインチの操
そう

作
さ

 

合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

の指示
し じ

に したがって、ウインチを操作
そうさ

します。 

操
そう

作
さ

中
ちゅう

は、ウインチから離
はな

れてはいけません。 

⑤作
さ

業
ぎょう

の 終
しゅう

了
りょう

と点
てん

検
けん

 

作業
さぎょう

が終
お

わったあとは、ウインチを停止
ていし

の位置
い ち

に戻
もど

し、電
でん

源
げん

を切
き

り

ます。ウインチの点
てん

検
けん

を 行
おこな

います。 

  

手
て

合図
あいず

 笛
ふえ

合図
あいず

 無線
むせん

合図
あいず
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８）海
うみ

の安全
あんぜん

管理
かんり

作業
さぎょう

  

（１）目的
もくてき

 

①海
うみ

には、貨物
かもつ

船
せん

、漁船
ぎょせん

、レジャー用
よう

の船
ふね

など、いろいろな船
ふね

が通行
つうこう

しています。工事
こうじ

現場
げんば

に工事
こうじ

以外
いがい

の船
ふね

が入
はい

ると事故
じ こ

が起
お

こります。海
うみ

の工事
こうじ

現場
げんば

では、事故
じ こ

を防ぐ
ふせぐ

ために、二
ふた

つの方法
ほうほう

で安全
あんぜん

管理
かんり

作業
さぎょう

を

行
おこな

います。 

②一
ひと

つめは、工事
こうじ

現場
げんば

を工事
こうじ

以外
いがい

の船
ふね

から簡単
かんたん

に わかるようにします。

工事
こうじ

現場
げんば

の周
まわ

りに、浮標
ふひょう

を設置
せっち

し、工事
こうじ

現場
げんば

を工事
こうじ

以外
いがい

の船
ふね

に知
し

ら

せます。 

③二
ふた

つめは、安全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

と言
い

われる 工事
こうじ

以外
いがい

の船
ふね

に注意
ちゅうい

を呼
よ

びかけ

る船
ふね

を配置
はいち

し、工事
こうじ

以外
いがい

の船
ふね

が工事
こうじ

現場
げんば

に近
ちか

づくことを防
ふせ

ぎます。 
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図
ず

－１６３ 海
うみ

の安全
あんぜん

管理
か ん り

作業
さぎょ う

の例
れい

 
 

（２）作業
さぎょう

の手順
てじゅん

 

ⅰ工事
こうじ

現場
げんば

を示
しめ

すための浮標
ふひょう

設置
せっち

作業
さぎょう

 

①工事
こうじ

現場
げんば

として示
しめ

す場
ば

所
しょ

を決
き

めます。 

②適切
てきせつ

な大
おお

きさの浮標
ふひょう

（ブイ）を選
えら

んで、工事
こうじ

現場
げんば

として示
しめ

す位置
い ち

に

浮標
ふひょう

を設置
せっち

します。 

③設置
せっち

した浮標
ふひょう

を目 標
もくひょう

に、その中
なか

で作業
さぎょう

を 行
おこな

います。 

 

浮 標
ふひょう

 

浮 標
ふひょう

 

浮 標
ふひょう

 

工事
こうじ

現場
げんば

の参 考 例
さんこうれい

 

安 全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

 
安全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

 

航路
こうろ

標 識
ひょうしき

 

航路
こうろ

標 識
ひょうしき

 

工事
こうじ

現場
げんば

の 安 全
あんぜん

管理
かんり

を 工 事 前
こうじまえ

に 

お知
し
らせします 

工事
こうじ

現場
げんば

 

 

工事
こうじ

現場
げんば

 

航路幅
こうろはば

 350m 北側
きたがわ

航行
こうこう

 

航路
こうろ

の工事
こうじ
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図
ず

－１６４ 浮標
ふひょう

の設置
せ っ ち

作業
さぎょう

と浮標
ふひょう

の ようす 

 

ⅱ安全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

による安全
あんぜん

を確認
かくにん

する作業
さぎょう

 

①工事
こうじ

現場
げんば

の広
ひろ

さに合
あ

わせて、安全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

の数
かず

を決
き

めて、配置
はいち

します。 

②安全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

に乗
の

っている作
さ

業
ぎょう

員
いん

は、工事
こうじ

現場
げんば

に入
はい

ろうとする工事
こうじ

以外
いがい

の船
ふね

に、工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

に入
はい

らないように注意
ちゅうい

します。 

 

図
ず

－１６５ 安全
あんぜん

監視
か ん し

船
せん

の活動
かつどう

の ようす 

クレーン付
つき

台
だい

船
せん

で 浮 標
ふひょう

を設置
せっち

し

ている 

浮 標
ふひょう

は夜
よる

に

光
ひか

る 

グラブ 浚 渫
しゅんせつ

船
せん

 

安 全
あんぜん

監視
かんし

船
せん

 

グラブ 浚 渫
しゅんせつ

船
せん

が 浚 渫
しゅんせつ

す る

工事
こうじ

現場
げんば

の安 全
あんぜん

を確 認
かくにん

している 
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３.３ 資格
しかく

の必要
ひつよう

な作業
さぎょう

 

①海洋土
かいようど

木工
ぼくこう

は、いろいろな作業
さぎょう

を 行
おこな

います。作業
さぎょう

しているときに、

間違
まちが

った作業
さぎょう

をすると、大
おお

きな事
じ

故
こ

になり、自分
じぶん

や いっしょに作業
さぎょう

している人
ひと

が けがをしたり、死亡
しぼう

したりすることが あります。この

ため、作業
さぎょう

の中
なか

には、法律
ほうりつ

で 決
き

まった資格
しかく

を もった作
さ

業 者
ぎょうしゃ

にし

か できない作業
さぎょう

が決
き

まっています。 

②資格
しかく

には、作業
さぎょう

の やさしさ、むずかしさに よって、３つの種類
しゅるい

が

あります。 

③一番目
いちばんめ

に むずかしい資格
しかく

は、試験
しけん

を受
う

けて合
ごう

格
かく

した人
ひと

が もらえる、

免 許 証
めんきょしょう

です。 

④二番目
に ば ん め

に むずかしい資格
しかく

は、正式
せいしき

な場所
ばしょ

で作業
さぎょう

の技術
ぎじゅつ

について

勉 強
べんきょう

することで もらえる、技能
ぎのう

講 習
こうしゅう

修 了 証
しゅうりょうしょう

です。 

⑤三番目
さんばんめ

に むずかしい資格
しかく

は、 働
はたら

いている会社
かいしゃ

で技術
ぎじゅつ

について

勉 強
べんきょう

することで もらえる、特別
とくべつ

教 育
きょういく

修 了 証
しゅうりょうしょう

です。 
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作業
さぎょう

の種類
しゅるい

 資格
しかく

の種類
しゅるい

 

クレーンの運転
うんてん

作業
さぎょう

 免許
めんきょ

、特別
とくべつ

教 育
きょういく

 

玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

 技能
ぎのう

講 習
こうしゅう

、特別
とくべつ

教 育
きょういく

 

ウインチ作業
さぎょう

 特別
とくべつ

教 育
きょういく

 

溶接
ようせつ

作業
さぎょう

 技能
ぎのう

講 習
こうしゅう

、特別
とくべつ

教 育
きょういく

 

酸素
さんそ

欠乏
けつぼう

危険
きけん

場所
ばしょ

＊での作業
さぎょう

 

＊作 業
さぎょう

船
せん

の船 倉
せんそう

、油
あぶら

タンク、水
みず

タ

ンクなど、密 閉
みっぺい

された場所
ばしょ

のこと 

特別
とくべつ

教 育
きょういく

 

図
ず

－１６６ 資格
し か く

の必要
ひつよう

な海洋土
か い よ う ど

木工
ぼくこう

の作業
さぎょ う

の例
れい

 
 

 

 

図
ず

－１６７ 免許証
めんきょしょう

の例
れい

（クレーン作業
さぎょう

） 
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図
ず

－１６８ 技能
ぎ の う

講習
こうしゅう

修 了
しゅうりょう

証明書
しょうめいしょ

の例
れい
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４．作業
さぎょう

の安全
あんぜん

 

４.１ 海洋土
かいようど

木工
ぼくこう

の安全
あんぜん

 

海洋
かいよう

土木
どぼく

では、海
うみ

の近
ちか

くで作業
さぎょう

、海
うみ

の上
うえ

で作業
さぎょう

をします。特
とく

に、

作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

での作業
さぎょう

は、波
なみ

や風
かぜ

で作業
さぎょう

船
せん

が ゆれるため、転
ころ

んだり、

海
うみ

に落
お

ちたりする危険
きけん

が あります。また、作業
さぎょう

船
せん

は、せまい船
ふね

の上
うえ

に、いろいろな機械
きかい

があり、作業
さぎょう

しているときに、体
からだ

を ぶつけたり、

足
あし

を引
ひ

っかけたりして、非常
ひじょう

に危険
きけん

です。ここでは、海
うみ

の作業
さぎょう

や、作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

での作業
さぎょう

を安全
あんぜん

に 行
おこな

うために注意
ちゅうい

することを説明
せつめい

します。 
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図
ず

－１６９ 起重機
き じ ゅ う き

船
せん

（長さ
なが さ

６２ｍ、幅
はば

２５ｍ）の 例
れい

 

ウインチとワイヤ 

クレーンの 周
まわ

り

の立入禁止
たちいりきんし

 

船
ふね

の上
うえ

は いろいろ

な機械
きかい

があり、せまく

て危険
きけん

です 

ウインチとワイヤ 
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４.１.１ 安全
あんぜん

な作業
さぎょう

の基本
きほん

  

１）作業
さぎょう

の指示
し じ

  

①工事
こうじ

現場
げんば

では、 職 長
しょくちょう

が作業
さぎょう

の指示
し じ

を 行
おこな

います。作業
さぎょう

する場所
ばしょ

、

作業
さぎょう

の内容
ないよう

、作業
さぎょう

の手順
てじゅん

、作業
さぎょう

の注意
ちゅうい

すること、などが指示
し じ

され

ます。この指示
し じ

に したがって、作業
さぎょう

します。 

②作業
さぎょう

の指示
し じ

は、その日
ひ

の作業
さぎょう

の開始
かいし

のまえに 行
おこな

われる朝 礼
ちょうれい

や、そ

れぞれの作業
さぎょう

を はじめるときに 行
おこな

う作
さ

業
ぎょう

の打
う

ち合
あ

わせで 行
おこな

わ

れます。  

③分
わ

からないことは 必
かなら

ず確
かく

認
にん

して、作業
さぎょう

の内容
ないよう

を理解
りかい

して作業
さぎょう

を 

はじめます。  

    

 

図
ず

－１７０ 職長
しょくちょう

からの作業
さぎょ う

の指示
し じ

の ようす  
 

２）海洋土
かいようど

木工
ぼくこう

の服装
ふくそう

 

①海
うみ

や作業
さぎょう

船
せん

での作業
さぎょう

は、作業服
さぎょうふく

、ヘルメット、救 命
きゅうめい

胴衣
どうい

、安全
あんぜん

靴
ぐつ

の着 用
ちゃくよう

が基本
きほん

です。 

職 長
しょくちょう
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図
ず

－１７１  海洋
かいよう

土木
ど ぼ く

工
こ う

の服装
ふくそう

 

 

②海
うみ

の作業
さぎょう

では、 必
かなら

ず救 命
きゅうめい

胴衣
どうい

を着
き

ます。救 命
きゅうめい

胴衣
どうい

には、チョッ

キ式
しき

、 首
くびか

掛
か

け式
しき

、ベルト式
しき

があります。正
ただ

しく使
つか

えば、海
うみ

に落
お

ち

たろときに、口
くち

が海
うみ

の上
うえ

に出
で

るようになっています。また、２４時
じ

間
かん

以
い

上
じょう

、海
うみ

に浮
う

いていることが できます。 

  

図
ず

－１７２ 救命
きゅうめい

胴衣
ど う い

の種類
しゅるい

 

  
  

  

  作 業 服
さぎょうふく

 

ヘルメット 

安 全
あんぜん

靴
ぐつ

 

救 命
きゅうめい

胴衣
どうい

 

チョッキ式
しき

 首掛け
く び か け

式
しき

 ベルト式
しき
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③また、作業
さぎょう

によっては、げがを防
ふせ

ぐ
ぐ

保護
ほ ご

具
ぐ

と言
い

われる器具
き ぐ

が ありま

す。 

 

 

図
ず

－１７３ 保護
ほ ご

手袋
てぶくろ

と安全帯
あんぜんたい

 
 

胴
どう

ベルト型
がた

安 全 帯
あんぜんたい

 

フルハーネス型
がた

安 全 帯
あんぜんたい

 

高
たか

いところから落
お

ちることを防
ふせ

ぐ
ぐ

安
あん

全
ぜん

帯
たい

 

フック 

指
ゆび

や手
て

の けがを防
ふせ

ぐ保
ほ

護
ご

手
て

袋
ぶくろ
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  ３）資格
しかく

が必要
ひつよう

な作業
さぎょう

  

①クレーンの運転
うんてん

、ウインチの操作
そうさ

、玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

は、資格
しかく

が必要
ひつよう

です。

資格
しかく

がない作業員
さぎょういん

が ひとりで作業
さぎょう

することは できません。資格
しかく

の

ない作業員
さぎょういん

は、資格
しかく

のある作業員
さぎょういん

の指示
し じ

を受
う

けて、作業
さぎょう

を手
て

伝
つだ

いま

す。 

 

 

図
ず

－１７４ 資格
し か く

が必要
ひつよう

な作業
さぎょう

 
 

４）合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

の指名
しめい

 

①合図
あいず

は、作業
さぎょう

の指示者
し じ し ゃ

から指名
しめい

された作業員
さぎょういん

だけが 行
おこな

います。２

クレーンの運 転
うんてん

 ウインチの操作
そうさ

 

玉
たま

掛
がけ

作 業
さぎょう

 

資格
しかく

のない作 業 員
さぎょういん

は、

資格
しかく

のある作 業 員
さぎょういん

の

指示
し じ

を受
う

けて、作
さ

業
ぎょう

を

手
て

伝
つだ

います 
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人
にん

以上
いじょう

の作業員
さぎょういん

が同時
どうじ

に合図
あいず

することは絶対
ぜったい

に しないように し

ます。  

 

 

図
ず

－１７５ 指名
し め い

された合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

だけが合図
あ い ず

を行
おこな

う 
 

５）作業
さぎょう

の指示者
し じ し ゃ

への連絡
れんらく

 

①作業
さぎょう

は、作業
さぎょう

の指示者
し じ し ゃ

から指示
し じ

された とおり行
おこな

います。作業
さぎょう

を は

じめる まえに、作業
さぎょう

の指示者
し じ し ゃ

に連絡
れんらく

します。連絡
れんらく

をしないで、作業
さぎょう

を はじめては いけません。 

合
あい

図
ず
を出

だ
す人

ひと
 

作 業 員
さぎょういん

 

❔ 

合
あい

図
ず

を出
だ

す 人
ひと

に 指名
しめい

さ れ た

作 業 員
さぎょういん

だけが

合図
あいず

を 行
おこな

う 
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図
ず

－１７６ 作業
さぎょ う

は指示者
し じ し ゃ

に連絡
れんらく

して はじめる 

 

 ②作業
さぎょう

をしているときに、危
あぶ

ないと思
おも

うときや、作業
さぎょう

の指示
し じ

と ちが

うことが起
お

こったときは、作業
さぎょう

の指示者
し じ し ゃ

に連絡
れんらく

します。  

 

図
ず

－１７７ 危
あぶ

ないところを見
み

つけたら指
し

示
じ

者
しゃ

へ連絡
れんらく

する 

 

③きもちが悪い
わるい

、からだの調子
ちょうし

が悪
わる

くなったときは、すぐに作業
さぎょう

の

指示者
し じ し ゃ

に連絡
れんらく

します。  

点 検
てんけん

の まえに、

連 絡
れんらく

すること 

ウインチの 点 検
てんけん

をしている 

ぶつかった

ら危
あぶ

ない 

ワイヤが切
き

れそうだ 
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④作業
さぎょう

が終
お

わったら、作業
さぎょう

の指示者
し じ し ゃ

に、作業
さぎょう

が終
お

わったことを連絡
れんらく

し

ます。 

 

６）危険
きけん

なところに注意
ちゅうい

 

①作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

には、動
うご

いているクレーンやウインチ、ロープやワイヤ

があります。動
うご

いているものに近
ちか

づいたり さわらないようにします。  

 

  

図
ず

－１７８ 動
うご

いているものには さわらない 

 

②作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

には、危険
きけん

なところがあります。例
たと

えば、エンジンの周
まわ

りは、温度
おんど

が高
たか

くなっている ところが あります。さわらないように

します。 

 

動いて
うご

いるロープに さわるな！ 

ウインチのロープ

は動
うご

いて危
き

険
けん
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図
ず

－１７９  必要
ひつよう

なく設備
せ つ び

に触
さわ

るな 

 

③船
ふね

の中
なか

には、入
はい

ると危険
きけん

な場所
ばしょ

があります。船
ふね

の底
そこ

の部屋
へ や

や、水
みず

タ

ンク、油
あぶら

タンクは、空
くう

気
き

が少
すく

なくなっています。入
はい

ることは危険
きけん

で

す。作業
さぎょう

の指示者
し じ し ゃ

の指示
し じ

を受
う

けて作
さ

業
ぎょう

します。 

 

 

図
ず

－１８０ 危険
き け ん

な場所
ば し ょ

での作業
さぎょ う

は、指示者
し じ し ゃ

の指示
し じ

を受ける 

あつい 

エンジンやエ

ンジンに つな

がった設備
せつび

な

どは あつく

危険
きけん

 

エンジン 

表 示
ひょうじ

のある場所
ばしょ

へ 

入
はい

ることは危険
きけん
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④作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

にあるロープは、動
うご

いて いなくても危険
きけん

です。置
お

いてあ

るロープのところに足
あし

を入
い

れたり、ロープを踏
ふ

んだりしないようにし

ます。船
ふね

が動
うご

いて 急
きゅう

にロープが動
うご

くことが あります。足
あし

のところ

のロープが動
うご

いて ころんだり、ロープが足
あし

に まきついたりして け

がをします。 

 

 

図
ず

－１８１ 置
お

いてあるロープに足
あし

を入
い

れたり、踏
ふ

んだりしない 
 

７）作業
さぎょう

船
せん

への乗
の

り降
お

り  

①岸壁
がんぺき

と船
ふね

の 間
あいだ

や、船
ふね

と船
ふね

の 間
あいだ

の乗
の

り降
お

りは、船
ふね

が係 留
けいりゅう

ロープで

しっかり固定
こてい

されたことを確認
かくにん

して、足元
あしもと

に注意
ちゅうい

して乗
の

り移
うつ

ります。  

船
ふね

が動く
うごく

と 急
きゅう

にロープ

が動
うご

くことがある 

作 業 中
さぎょうちゅう

にロープが足
あし

に引
ひ

っかかり けがをする 
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図
ず

－１８２ 固
こてい

定
てい

されたあと、乗
の

り移
うつ

ります 

 

②船
ふね

への飛
と

び乗
の

り、船
ふね

からの飛
と

び降
お

りは しない。 

 

  

図
ず

－１８３ 飛
と

び乗
の

るな！ 

  

完 全
かんぜん

に固定
こてい

した 後
あと

で乗
の

り移
うつ

ろう！ 

危
あぶ

ない！ 

飛
と

び乗
の

るな！ 
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③靴
くつ

に泥
どろ

が付
つ

いていると すべり やすいので、泥
どろ

を落
お

として きれいに

して乗
の

り降
お

りします。 

 

 

図
ず

－１８４ 靴
くつ

の うらは きれいにする！ 

 

④船
ふね

と船
ふね

の 間
あいだ

で荷物
にもつ

を運
はこ

ぶときは、長
なが

さが じゅうぶんに長
なが

く、幅
はば

が 

じゅうぶんに広
ひろ

い 歩
あゆ

み板
いた

と言
い

われる板
いた

を使
つか

って運
はこ

びます。歩
あゆ

み板
いた

 

の片方
かたほう

を船
ふね

に固定
こてい

して使
つか

います。このとき、救 命
きゅうめい

胴衣
どうい

は 必
かなら

ず着
き

ま 

す。  

あっ、靴
くつ

の泥
どろ

で 

すべった！ 

あった！ 
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図
ず

－１８５ 長さ
なが さ

、幅
はば

のある歩
あゆ

み板
いた

を 

片方
かたほう

固定
こ て い

して使
つか

います 

  

⑤小型
こがた

船
せん

から岸壁
がんぺき

へ上
あ

がるときは、階段
かいだん

や はしごのあるところで 行
おこな

うか、移動
いどう

はしご を使
つか

って上 陸
じょうりく

します。 

 

 

図
ず

－１８６ 上陸
じょうりく

の設備
せ つ び

 現場
げ ん ば

に設置
せ っ ち

された はしご 

歩
あゆ

み板
いた

 

船
ふね

に固定
こてい

 

する 

現場
げんば

に設置
せっち

さ

れた はしご 

はしご の 上 端
じょうたん

は

60cm以 上
いじょう

だす 

足
あし

が しっかり   

かかっている 
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図
ず

－１８７ 移動
い ど う

はしご は 正
ただしく

しく使
つか

います 

８）綱
つな

取
と

り作
さ

業
ぎょう

  

綱
つな

取
と

り作
さ

業
ぎょう

の手
て

順
じゅん

、よく使
つか

う係
けい

留
りゅう

ロープの ビットへの かけか

た、巻
ま

きかた、固
こ

定
てい

のしかたを説
せつ

明
めい

します。 

①作業
さぎょう

船
せん

の綱
つな

取
と

り作業
さぎょう

は、近
ちか

づいてくる作業
さぎょう

船
せん

から投
な

げられた係
けい

留
りゅう

ロープを作
さ

業
ぎょう

船
せん

を係
けい

留
りゅう

する場
ば

所
しょ

（岸
がん

壁
ぺき

など）で受
う

け取
と

ります。 

 

足
あし

が しっかりかかる 

係 船 柱
けいせんちゅう

に 

ロープを 

しっかり取り
と

つける 

60 cm以 上
いじょう

 
係 船 柱
けいせんちゅう
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図
ず

－１８８  係留
けいりゅう

ロープの受
う

け渡
わた

しの しかた 

 

②作
さ

業
ぎょう

船
せん

を係
けい

留
りゅう

する場
ば

所
しょ

では、受
う

け取
と

った係 留
けいりゅう

ロープを持
も

って、

ビット（係
けい

留
りゅう

ロープを かける 短
みじか

い 柱
はしら

を言
い

います）に かけます。

ビットに かけるときは、アイ（ロープの先
さき

の輪
わ

になったところを言
い

います）に手
て

を入
い

れて、指
ゆび

を はさまれないように補助
ほじょ

ロープを持
も

っ

て かけます。 

作
さ

業
ぎょう

船
せん

から

係
けい

留
りゅう

ロープ

を投
な

げる 

作
さ

業
ぎょう

船
せん

を係
けい

留
りゅう

する場
ば

所
しょ

で係
けい

留
りゅう

ロー

プを受
う

け取
と

る 
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図
ず

－１８９  係留
けいりゅう

ロープをビットに安
あん

全
ぜん

にかける しかた 

 

③作
さ

業
ぎょう

船
せん

が、係
けい

留
りゅう

する場
ば

所
しょ

に近
ちか

づいてくるのに合
あ

わせ、係
けい

留
りゅう

ロー

プの長
なが

さを 調
ちょう

整
せい

し、作業
さぎょう

船
せん

のビットに２、３回
かい

巻
ま

いて係
けい

留
りゅう

ロー

プが もどらないようにします。この作
さ

業
ぎょう

を作
さ

業
ぎょう

船
せん

が係
けい

留
りゅう

する場
ば

所
しょ

に着
つ

くまで繰
く

り返
かえ

し 行
おこな

います。繰
く

り返
かえ

し作
さ

業
ぎょう

を するので簡
かん

単
たん

に はずせる 巻
ま

きかた をします 

 

作
さ

業
ぎょう

船
せん

 

係
けい

留
りゅう

ロープ 

補
ほ

助
じょ

ロープ 

ビット 

 

アイ 

係
けい

留
りゅう

する場
ば

所
しょ

のビットに

補
ほ

助
じょ

ロープを持
も

ってアイを 

かける 
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図
ず

－１９０  係留
けいりゅう

ロープの長
なが

さの調
ちょう

整
せい

の しかた 

と かんたんに はずせる 巻
ま

きかた 

係
けい

留
りゅう

ロープの長
なが

さを 調
ちょう

整
せい

する 
作
さ

業
ぎょう

船
せん

のビットに係
けい

留
りゅう

ロープを巻
ま

いて もど

らないようにする※ 

繰
く

り返
かえ

し 行
おこな

う 

ロープで 

 輪
わ

を つくる 

※簡
かん

単
たん

に はずせるロープの巻
ま

きかた 

引
ひ

っ張
ぱ

るロープが下
した

になる

よう輪
わ

を ビットに かける 

引
ひ

っ張
ぱ

るロープを

上
うえ

にして巻
ま

く 

ロープを 

引
ひ

く 
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④作
さ

業
ぎょう

船
せん

が係
けい

留
りゅう

する場
ば

所
しょ

に着
つ

いたら、係 留
けいりゅう

ロープを作
さ

業
ぎょう

船
せん

の２

つのビットに８の文
も

字
じ

を書
か

くように 3回
かい

巻
ま

いたあと、巻
ま

き結
むす

びをし

て固
こ

定
てい

します。 

  

図
ず

－１９１  係留
けいりゅう

ロープの固定
こ て い

の しかた 

【8の文
も

字
じ

を書
か

くように３回
かい

巻
ま

く】 【巻
ま 

き結
むす

びで固
こ

定
てい

※】 

※巻
ま

き結
むす

びの しかた 

輪
わ

を つくり、 

引
ひ

っ張
ぱ

るロープが 

下
した

になるよう輪
わ

を 

ビットに かける 

すき間
ま

が なくな

るようにロープを

引
ひ

っ張
ぱ

る 

ロープを引
ひ

っ張
ぱ

る 
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９）作業
さぎょう

船
せん

の上
うえ

での移動
いどう

 

①通路
つうろ

の表示
ひょうじ

や立
た

ち入
い

り禁
きん

止
し

の表示
ひょうじ

を確認
かくにん

して、表示
ひょうじ

どおりに移動
いどう

します。  

 

図
ず

－１９２ 作業
さぎょ う

船
せん

の上
うえ

では表示
ひょうじ

に したがって通行
つうこう

する 

②船
ふね

の階段
かいだん

は、せまくて、傾斜
けいしゃ

が きついです。手
て

すりを にぎって昇
のぼ

り降
お

りします。  

 

図
ず

－１９３ 手
て

すりを にぎり昇
のぼ

り降
お

りする 

 

③ 油
あぶら

を こぼしたら、必
かなら

ず、ふきとります。そのままに しておくと、

きめられた通路
つうろ

を

歩
ある

けば安 心
あんしん

だ 

ここは立入禁止
たちいりきんし

 

手
て

すりを握
にぎ

って！ 

すべるぞ！ 

落
お

ちないように

手
て

すりを握
にぎ

る 

手
て

すり 
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ほかの人
ひと

が すべって、ころび、けがをします。 

 

 

図
ず

－１９４ こぼした油
あぶら

 は ふき取
と

る 
 

１０）作業
さぎょう

船
せん

の ゆれ  

①作業船
さぎょうせん

は、波
なみ

で ゆれるので、ころんだり、海
うみ

に落
お

ちないように注意
ちゅうい

します。 

②近
ちか

くを船
ふね

が通
とお

ったときにも、波
なみ

が起
お

こるので注意
ちゅうい

します。 

 

 

図
ず

－１９５ 船
ふね

が ゆれて海
うみ

へ落
お

ちるので注意
ちゅうい

する 

 

こぼした 油
あぶら

は

必
かなら

ず ふき取
と

る 

甲 板
こうはん

の掃除
そうじ

をしている 

波
なみ

が 

くるぞ！ 

船
ふね

が揺
ゆ

れて

海
うみ

に落
お

ちる 
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１１）火
ひ

を使
つか

っては いけない場所
ばしょ

  

①火
ひ

を使
つか

っては いけない場所
ばしょ

には、「火気
か き

厳禁
げんきん

」の表示
ひょうじ

が あります。

ぜったいに火
ひ

を使
つか

っては いけません。  

 

 

図
ず

－１９６ 「 火
かき

気
き

厳禁
げんきん

」の場
ばしょ

所
し ょ

では、絶対
ぜったい

に火
ひ

を使
つか

わない  
 

１２）片
かた

付
つ

け、掃除
そうじ

  

①作業
さぎょう

船
せん

は、せまいところに、工具
こうぐ

、機械
きかい

や危険
きけん

な場所
ばしょ

が たくさん あ

ります。波
なみ

などによる船
ふね

の揺
ゆ

れで工具
こうぐ

、機械
きかい

が たおれたり、散
ち

らば

ったりしないように、いつも片付
かたつ

けをします。 

 

図
ず

－１９７ 作業
さぎょ う

船
せん

の上
うえ

は、いつも片付
か た つ

けを する  

たばこは、 

だめ！  

溶 接
ようせつ

は、

だめ！ 

火気
か き

厳 禁
げんきん

 

工具
こうぐ

などは片
かた

付
つ

ける

場所
ばしょ

が決
き

まっている 
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②作業
さぎょう

船
せん

の中
なか

で出
で

たゴミは、ゴミの種類
しゅるい

に分
わ

けて すてます。 

 

図
ず

－１９８ ゴミの種類
しゅるい

に分
わ

けて すてる 

 

③作業服
さぎょうふく

や保護
ほ ご

具
ぐ

は いつも きれいにしておきます。 

④食 堂
しょくどう

、乗
のり

組
くみ

員
いん

の部
へ

屋
や

、その他
ほか

の部屋
へ や

も片
かた

付
つ

けをして掃除
そうじ

をします。 

⑤トイレは、汚
よご

さないよう使
つか

います。また、汚
よご

したときは、すぐに掃除
そうじ

します。 

 

燃
も

えるゴミ 

燃
も

えないゴミ 

資源
しげん

ゴミ 

（缶
かん

、ビン、

ペットボトル） 



171 

 

 

図
ず

－１９９ 洗濯
せんたく

や掃除
そ う じ

をして きれいにする 
 

４.１.２ それぞれの作業
さぎょう

の安全
あんぜん

  

１）高所
こうしょ

作業
さぎょう

  

①２ｍ以上
いじょう

の高
たか

さのところで作業
さぎょう

することを高所
こうしょ

作業
さぎょう

と言
い

います。

高所
こうしょ

作業
さぎょう

のときは、安全帯
あんぜんたい

という高所
こうしょ

から落
お

ちることを防
ふせ

ぐベル

トを使
つか

います。安全帯
あんぜんたい

にはフックが ついていて、手
て

すりなどに正
ただ

し

く かけて使
つか

います。 

洗 濯
せんたく

して、きれいに！ きれいに

する 

汚
よご

したら、すぐ

掃除
そうじ

！ 
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図
ず

－２００ 高所
こ う し ょ

作業
さぎょ う

のときは、安全帯
あんぜんたい

を使
つか

う 
 

②手
て

すりが あっても、手
て

すりから 体
からだ

を のり出
だ

す作
さ

業
ぎょう

のときは、

安全帯
あんぜんたい

を使
つか

います。 

  

胴
どう

ベルト型
がた

安 全 帯
あんぜんたい

 

（６．７５ｍ以下
い か

で使
つか

う） フルハーネス型
がた

安 全 帯
あんぜんたい

 

安 全 帯
あんぜんたい

は２ｍより高
たか

いところで作 業
さぎょう

するときに、フックを手
て

すり、さん な

どに かけて、使
つか

います。落
お

ちたとき、途 中
とちゅう

で止
と

まります。 

フック 

手
て

すり さん 
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図
ず

－２０１ 手
て

すりから体
からだ

を のり出
だ

す作
さ

業
ぎょう

には安全帯
あんぜんたい

を使
つか

う 

 

③杭打
ぐいうち

船
せん

や地盤
じばん

改 良
かいりょう

船
せん

などのリーダーのような高所
こうしょ

への昇
のぼ

り降
お

り

には、落
お

ちても止
と

まる器具
き ぐ

を安全帯
あんぜんたい

に取
と

り付
つ

けて使
つか

います。 

体
からだ

を  のり出
だ

すような

作 業
さぎょう

は安 全 帯
あんぜんたい

のフック

を手
て

すりに かける 

フック 

胴
どう

ベルト型
がた

安 全 帯
あんぜんたい

とフック 
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図
ず

－２０２ 杭打
くいうち

船
せん

のリーダーと落
お

ちても止
と

まる器具
き ぐ

 

 

④工具類
こうぐるい

は、落
お

ちないように ひもで 手
て

すりやベルトに つないで使
つか

い

ます。 

 

  

図
ず

－２０３ 工具
こ う ぐ

は ひもなどで つないで 使
つか

う 

  

杭 打 船
くいうちせん

の 

リーダー 

落
お

ちても止
と

ま

る器具
き ぐ

 

工具
こうぐ

は、手
て

すりに ひもで 

つないで、安 心
あんしん

だ！ 



175 

 

④高所
こうしょ

への物
もの

の上
あ

げ下
お

ろしは、つり 袋
ぶくろ

や つり綱
づな

を使
つか

います。物
もの

を持
も

ったまま、はしごを昇
のぼ

り降
お

りすると落
お

ちる原因
げんいん

になります。 

  

  

図
ず

－２０４ 工具
こ う ぐ

や物
もの

の上
あ

げ下
お

ろしは つり袋
ぶくろ

や 

つり綱
づな

を使う
つか う

 

 

２）つり作業
さぎょう

  

①玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょう

は、資格
しかく

のある作業員
さぎょういん

しかできません。資格
しかく

のない作業員
さぎょういん

は、資格
しかく

のある作業員
さぎょういん

の指示
し じ

を受
う

けて、作業
さぎょう

の手伝
てつた

いをします。 

  

工具
こうぐ

は 手
て

で

持
も

つな！ 

つり 袋
ぶくろ

を使
つか

う 
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図
ず

－２０５ 玉
たま

掛
がけ

作業
さぎょ う

は資格
し か く

のある作業員
さぎょういん

だけが行
おこな

う 

 

②荷
に

を つり上
あ

げたら、すぐに つり荷
に

の近
ちか

くから離
はな

れます。つり荷
に

の

下
した

は危険
きけん

です。つり荷
に

の下
した

には入
はい

っては いけません。 

 

 

図
ず

－２０６ つり荷
に

の下
した

には入
はい

らない 

 

資格
しかく

がないと

できないんだ 

つり荷
に

の下
した

に

は入
はい

らない 

立入禁止
たちいりきんし

柵
さく
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③合図
あいず

は、指名
しめい

された作業員
さぎょういん

だけが 行
おこな

います。 

 

 

図
ず

－２０７ 合図
あ い ず

は指名
し め い

された合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

だけが行
おこな

う 

 

④つり作業
さぎょう

では、かいしゃくロープと言
い

う つり荷
に

を安定
あんてい

させるロープ

を使
つか

います。かいしゃくロープで つり荷
に

の ふらつきをなくし、安
あん

全
ぜん

に つり作
さ

業
ぎょう

を 行
おこな

います。  

       

合
あい

図
ず

を

出
だ

す人
ひと

 

作 業 員
さぎょういん

 

合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

 

クレーン 

オペレーター 
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図
ず

－２０８ かいしゃくロープで つり荷
に

を安定
あんてい

させる 

 

 ⑤クレーンの回転
かいてん

する周
まわ

りには、立入禁止
たちいりきんし

柵
さく

を設置
せっち

します。また、ク

レーンの周
まわ

りの立入禁止
たちいりきんし

柵
さく

の中
なか

で作業
さぎょう

をするときは、クレーンの

作業
さぎょう

を止
と

めてから、作業
さぎょう

をします。 

かいしゃく 

ロープ 
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図
ず

－２０９ クレーンの回転
かいてん

する周り
まわ

には 

立入禁止
た ち い り き ん し

の表示
ひょうじ

をする 

 

 

３）えい航
こう

作業
さぎょう

 

①えい航
こう

のときは、引
ひ

いている えい航
こう

ロープから離
はな

れます。えい航
こう

ロ

ープの近
ちか

くは、えい航
こう

ロープが切
き

れたり、はずれたりして、大変
たいへん

危険
きけん

です。ロープが はねてくる場所
ばしょ

に いては いけません。  

 

ク レ ー ン の

回 転
かいてん

する周
まわ

り

には 立入禁止
たちいりきんし

の表 示
ひょうじ

 

立入禁止
たちいりきんし

の 中
なか

で 作 業
さぎょう

す

るときは、クレーンを止
と

める 
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図
ず

－２１０ 引
ひ

いているロープからは離
はな

れる 

 

③えい航
こう

ロープを はずすときは、引
ひき

船
ふね

が止
と

まって、えい航
こう

ロープが ゆ

るくなったことを確認
かくにん

してから 行
おこな

います。  

 

ロープが切
き

れたら

危
あぶ

ない、安
あん

全
ぜん

な

場
ば

所
しょ

に移
うつ

れ！ 

えい航
こう

ロープ 

ロープが切
き

れる

と危険
きけん

な場所
ばしょ
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図
ず

－２１１ ロープを はずすときは、船
ふね

が止
と

まってから 
 

４）揚
よう

錨
びょう

作業
さぎょう

と投 錨
とうびょう

作業
さぎょう

 

①ウインチの巻
ま

きワイヤの下
した

に入
はい

ったり、ワイヤを またいだりしては

いけません。船
ふね

の ゆれでワイヤが 急
きゅう

に ゆるんだり、引
ひ

かれたりし

て動
うご

くことがあります。 

  

 

図
ず

－２１２ ウインチの巻き
ま き

ワイヤの下
した

に入
はい

るな！ 

ワイヤを またぐな！ 

ロープをはずすと

きは、船
ふね

が止
と

まっ

てから 

ロープが ゆるくなっ

てから作 業
さぎょう

する 

ワイヤをま

たぐな！ 

巻
ま

きワイヤ 
巻
ま

きワイヤ 

ワイヤに注 意
ちゅうい

して

作 業
さぎょう

している 
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②ブイの 投 入
とうにゅう

はブイワイヤから先
さき

に 投 入
とうにゅう

します。ブイから先
さき

に

投 入
とうにゅう

するとブイワイヤが足
あし

にあたって ころんだり、ワイヤが足
あし

に

まきついたりする危険
きけん

があります。  

 

 

図
ず

－２１３ ブイはワイヤのあとで投入
とうにゅう

する 

 

５）ウインチ作業
さぎょう

 

①動
うご

いているウインチやワイヤの周
まわ

りには入
はい

らないようにします。動
うご

いているウインチは、ウインチドラムが まわり、ワイヤも動
うご

いてい

て 非常
ひじょう

に危険
きけん

です。近
ちか

づかないようにします。 

ブイ 

投 入
とうにゅう

は 

ワイヤから！ 
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図
ず

－２１４ ウインチ、ワイヤの近
ちか

くに入
はい

らない 

 

②立入禁止
たちいりきんし

柵
さく

が ないときや、甲板
こうはん

の 表
ひょう

示
じ

が ないときが あるので

注意
ちゅうい

します。 

③ウインチロープの内側
うちがわ

に入
はい

らないようにします。ロープが はずれた

とき、ロープが飛
と

んできて危険
きけん

です。 

 

ウインチドラム 

ワイヤ 
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図
ず

－２１５ ロープの内側
うちがわ

には入
はい

らない 

 

④合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと

は安全
あんぜん

な場所
ばしょ

で合図
あいず

をします。合図
あいず

の まえには、ワイ

ヤが ひっかかっていないかなど安全
あんぜん

を確認
かくにん

してから、合図
あいず

をします。 

 

 

図
ず

－２１６ 安全
あんぜん

な場所
ば し ょ

で まわりの安全
あんぜん

を 

確認
かくにん

してから合図
あ い ず

する 

ビット 

ウ イ ン チ ロ ー プ の

内 側
うちがわ

の危険
きけん

な場所
ばしょ

 

安 全
あんぜん

な場所
ばしょ

で合図
あいず

している 

合
あい

図
ず

を出
だ

す人
ひと
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⑤動
うご

いているウインチや、動
うご

いているワイヤから離
はな

れて作
さ

業
ぎょう

します。

ウインチに手
て

を まきこまれたり、ワイヤに ふれて けがをします。 

 

 

図
ず

－２１７ 動
うご

いているウインチやワイヤから離
はな

れて作
さ

業
ぎょう

する 

ウインチから離
はな

れ

て作 業
さぎょう

します 

動
うご

いているワイヤから

離
はな

れて作
さ

業
ぎょう

します 

ウインチから離
はな

れて作
さ

業
ぎょう

している 
動
うご

くワイヤから離
はな

れ

て作 業
さぎょう

している 
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４.２ 危険
きけん

発見
はっけん

シート 

工事
こうじ

では、事故
じ こ

を 起
お

こしてはいけません。危険
きけん

な作業
さぎょう

や場所
ばしょ

に気
き

づ

くことが たいせつです。 ”危険
きけん

発見
はっけん

シート”を使
つか

って、危険
きけん

な作業
さぎょう

や場所
ばしょ

を見
み

つけ、その危険
きけん

を防
ふせ

ぐ方
ほう

法
ほう

を 考
かんが

えます。 

シートの使
つか

い方
かた

を説明
せつめい

します。 

①最初
さいしょ

に、危険
きけん

を見
み

つけ、その危険
きけん

を次
つぎ

のように説明
せつめい

します。 

       なので、       になる。（～する。） 

 （危険
きけん

の理由
りゆう

）    （起
お

こる危険
きけん

） 

 

②次
つぎ

に、見
み

つけた危険
きけん

を防
ふせ

ぐ方
ほう

法
ほう

を次
つぎ

のように説明
せつめい

します。 

       しないようにするため、        する。 

（起
お

こる危険
きけん

）           （危険
きけん

を防
ふせ

ぐ方法
ほうほう

） 
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シート１ 作業
さぎょう

船
せん

から岸壁
がんぺき

への作業員
さぎょういん

の乗
の

り降
お

り 

作業
さぎょう

船
せん

を岸壁
がんぺき

に係 留
けいりゅう

しないで、作業員
さぎょういん

A が岸壁
がんぺき

に のぼり上
あ

がろ

うとしている。 

 

[危険
きけん

を見
み

つける]
］

 

①船
ふね

が係 留
けいりゅう

（固定
こてい

）されていないので、船
ふね

が動
うご

いて作業員
さぎょういん

A が海
うみ

に

落
お

ちる。 

②作業員
さぎょういん

A が階段
かいだん

のないところを のぼり上
あ

がっているので、足
あし

が す

べって作業員
さぎょういん

A が海
うみ

に落
お

ちる。 

③作業員
さぎょういん

A、Bが救 命
きゅうめい

胴衣
どうい

を着
つ

けていなので、海
うみ

に落
お

ちたとき危
あぶ

ない。 

岸壁
がんぺき

 

作業
さぎょう

船
せん
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[危険
きけん

を防
ふせ

ぐ] 

①船
ふね

が動
うご

いて作業員
さぎょういん

A が海
うみ

に落
お

ちないようにするため、船
ふね

を岸壁
がんぺき

に

係 留
けいりゅう

ロープで固定
こてい

する。 

②足
あし

が すべって作業員
さぎょういん

A が海
うみ

に落
お

ちないようにするため、はしご を

使
つか

う。はしご は、岸
がん

壁
ぺき

などに ついているもの や、移
い

動
どう

はしご が

あります。 

③海
うみ

に落
お

ちても危
あぶ

なくないようにするため、海
うみ

の作業
さぎょう

を するときは、

救 命
きゅうめい

胴衣
どうい

を着
つ

ける。 

岸壁
がんぺき

 係 留
けいりゅう

ロープ 

救 命
きゅうめい

胴衣
どうい
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シート２ 岸壁
がんぺき

から作業
さぎょう

船
せん

への荷物
にもつ

の積
つ

みこみ 

岸壁
がんぺき

から小型
こがた

船
せん

に 油
あぶら

を積
つ

みこむ作
さ

業
ぎょう

をしている。 

 

[危険
きけん

を見
み

つける] 

①船
ふね

が係 留
けいりゅう

（固定
こてい

）されていなので、作業員
さぎょういん

A が海
うみ

に落
お

ちる。 

②荷物
にもつ

を高
たか

いところから手
て

で わたしているので、荷物
にもつ

を落
お

とす。 

③作業員
さぎょういん

B が たばこを吸
す

って 油
あぶら

を運
はこ

んでいるので、 油
あぶら

に火
ひ

がつい

て危
あぶ

ない。 

④作業員
さぎょういん

B が救 命
きゅうめい

胴衣
どうい

を着
つ

けていなので、海
うみ

に落
お

ちたとき危
あぶ

ない。 

岸壁
がんぺき

 油
あぶら

 

小型
こがた

船
せん

 

救 命
きゅうめい

胴衣
どうい

 

たばこ 
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[危険
きけん

を防
ふせ

ぐ] 

①作業員
さぎょういん

A が海
うみ

に 落ちないようにするため、船
ふね

を岸壁
がんぺき

に係 留
けいりゅう

ロープ

で固定
こてい

する。 

②荷物
にもつ

を落
お

とさないようにするため、荷物
にもつ

をロープを使
つか

って運
はこ

ぶ。 

③ 油
あぶら

に火
ひ

が つかないようにするため、作業
さぎょう

のときは たばこを吸
す

わな

い。 

④海
うみ

に落
お

ちても危
あぶ

なくないようにするため、海
うみ

の作業
さぎょう

をするときは

救 命
きゅうめい

胴衣
どうい

を着
つ

ける。 

  

係 留
けいりゅう

ロープ 

ロープ 
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シート３ 作業
さぎょう

船
せん

の綱
つな

取
と

り作
さ

業
ぎょう

 

係 留
けいりゅう

ロープで作業
さぎょう

船
せん

の綱
つな

取
と

りを しようとしている。 

[危険
きけん

を見
み

つける] 

①作業員
さぎょういん

が係 留
けいりゅう

ロープのアイに手
て

を入
い

れて、係
けい

留
りゅう

ロープをビットに

かけようとしたので、ビットと係 留
けいりゅう

ロープの 間
あいだ

に手
て

を はさまれる。 

②作
さ

業
ぎょう

船
せん

の係 留
けいりゅう

ロープを固定
こてい

していたので、ロープに ゆるみがな

くなってビットと係 留
けいりゅう

ロープの 間
あいだ

に手
て

を はさまれる。 

作 業
さぎょう

船
せん

 

係 留
けいりゅう

ロープ 

ビット

係 留
けいりゅう

ロープのアイ 
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[危険
きけん

を防
ふせ

ぐ] 

①作業員
さぎょういん

がビットと係 留
けいりゅう

ロープの 間
あいだ

に手
て

を はさまれないようにす

るため、係 留
けいりゅう

ロープに補助
ほじょ

ロープを取
と

り付
つ

け、補助
ほじょ

ロープを持
も

って

係
けい

留
りゅう

ロープをビットに かける。 

②ロープに ゆるみがなくなって、作業員
さぎょういん

がビットと係 留
けいりゅう

ロープの

間
あいだ

に手
て

を はさまれないようにするため、係 留
けいりゅう

ロープのアイを先
さき

にビットに かけたあとで、作
さ

業
ぎょう

船
せん

の係 留
けいりゅう

ロープの長
なが

さを調 整
ちょうせい

する。 

 

作 業
さぎょう

船
せん

 

係 留
けいりゅう

ロープ 

ビット

補助
ほじょ

ロープ 

アイ 
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シート４ クレーン作業
さぎょう

１ 

ゆれる つり荷
に

を作業員
さぎょういん

が手
て

で おさえて、クレーン作業
さぎょう

をしている。 

 

[危険
きけん

を見
み

つける] 

①つり荷
に

を手
て

で おさえているので、作業員
さぎょういん

に つり荷
に

が あたり危
あぶ

ない。 

  

つり荷
に

 クレーン 
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[危険
きけん

を防
ふせ

ぐ] 

①作業員
さぎょういん

に つり荷
に

が あたらないようにするため、つり作
さ

業
ぎょう

のときに

は、 かいしゃくロープを使
つか

う。 

  

かいしゃ

くロープ 
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シート５ クレーン作業
さぎょう

２ 

クレーンを使
つか

って岸壁
がんぺき

から台
だい

船
せん

にブロックの積
つ

みこみ作業
さぎょう

をして

いる。作業員
さぎょういん

A と B の両 方
りょうほう

が合図
あいず

している。 

 

[危険
きけん

を見
み

つける] 

①作業員
さぎょういん

A と Bの2
ふ

人
たり

が合図
あいず

しているので、クレーンのオペレーターが 

運転
うんてん

を まちがい危
あぶ

ない。 

②クレーンの周
まわ

りに立入禁止
たちいりきんし

の柵
さく

が ないので、作業員
さぎょういん

Aがクレーンの

回転
かいてん

する中に入
はい

ってクレーンに ぶつかり危
あぶ

ない。 

③作業員
さぎょういん

B が船
ふね

の端
はし

で作業
さぎょう

しているので、作業員
さぎょういん

B が海
うみ

に落
お

ちる。 

クレーン 

岸壁
がんぺき

 

台
だい

船
せん

 

ブロック 
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[危険
きけん

を防
ふせ

ぐ] 

①クレーンのオペレーターが運
うん

転
てん

を まちがわないようにするため、

合図
あいず

する作業員
さぎょういん

は１人
ひとり

で 行
おこな

う。 

②作業員
さぎょういん

A がクレーンに ぶつからないようにするため、クレーンの周
まわ

りに立入禁止
たちいりきんし

の柵
さく

を置
お

く。 

③作業員
さぎょういん

B が海
うみ

に落
お

ちないようにするため、作業員
さぎょういん

B は船
ふね

の端
はし

から離
はな

れた 安
あんぜん

全な場所
ばしょ

で作業
さぎょう

する。 

  

救 命
きゅうめい

胴衣
どうい

 

立入禁止
たちいりきんし

柵
さく
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シート６ クレーン作業
さぎょう

３ 

台
だい

船
せん

の上
うえ

のクレーンを使
つか

ってブロックを据
す

付
つけ

る作業
さぎょう

をしている。 

 

[危険
きけん

を見
み

つける] 

①作業員
さぎょういん

A がクレーンとウインチの 間
あいだ

の せまいところにいるので、

クレーンに はさまれる。 

②作業員
さぎょういん

B が つり荷
に

の下
した

にいるので、つり荷
に

が落
お

ちたとき、あたる。 

③作業員
さぎょういん

A と B は救 命
きゅうめい

胴衣
どうい

を着
つ

けていないので、海
うみ

に おちたとき、

危
あぶ

ない。 

台
だい

船
せん

 

ブロック 

ウインチ 

クレーン 
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[危険
きけん

を防
ふせ

ぐ] 

①作業員
さぎょういん

A がクレーンに はさまれないようにするため、クレーンの周
まわ

りに立入禁止
たちいりきんし

柵
さく

を置
お

く。 

②つり荷
に

が落
お

ちたとき あたらないようにするため、作業員
さぎょういん

B は つり

荷
に

の下
した

に入
はい

らない。 

③海
うみ

に落
お

ちたとき けがしないようにするため、作業員
さぎょういん

は救 命
きゅうめい

胴衣
どうい

を

着
き

る。 

  

立入禁止
たちいりきんし

柵
さく

つり荷
に

救 命
きゅうめい

胴衣
どうい
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シート７ ウインチ作業
さぎょう

１ 

ウインチ操作
そうさ

を終
お

えて、作業員
さぎょういん

がウインチロープを確認
かくにん

している。 

 

[危険
きけん

を見
み

つける] 

①作業員
さぎょういん

がウインチロープの内側
うちがわ

にいるので、ロープが切
き

れて はね

て作業員
さぎょういん

に あたる。 

 

ウインチ 

ウ イ ン チ

ロープ 
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[危険
きけん

を防
ふせ

ぐ] 

①ロープが切
き

れて作
さ

業
ぎょう

員
いん

に あたらないようにするため、ウインチ 

ロープの内側
うちがわ

には入
はい

らない。 
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シート８ ウインチ作業
さぎょう

２ 

アンカーを巻
ま

き上
あ

げるため、作業員
さぎょういん

B は、ウインチを使
つか

ってワイヤ

を巻
ま

き上
あ

げている。作業員
さぎょういん

A は、ワイヤの近
ちか

くで、巻
ま

き上
あ

げの手
て

伝
つた

い

の作業
さぎょう

をしている。 

 

[危険
きけん

を見
み

つける] 

①作業員
さぎょういん

A がワイヤの近
ちか

くで作業
さぎょう

しているので、作業員
さぎょういん

A がワイヤに

ふれて けがをする。 

②作業員
さぎょういん

B がウインチの近
ちか

くで作業
さぎょう

しているので、ウインチに手
て

を巻
ま

きこまれて けがをする。 

ウインチ 

アンカーの

ワイヤ 
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[危険
きけん

を防
ふせ

ぐ] 

①作業員
さぎょういん

A がワイヤに  ふれて  けがを  しないようにするため、

作業員
さぎょういん

A はワイヤから離
はな

れて作
さ

業
ぎょう

する。 

②作業員
さぎょういん

B がウインチに手
て

を巻
ま

きこまれて けがを しないようにする

ため、作業員
さぎょういん

B はウインチから離
はな

れて作
さ

業
ぎょう

する。 
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シート９ 投 錨
とうびょう

作業
さぎょう

とロープ 

小型
こがた

船
せん

を固定
こてい

するためアンカーを投
な

げ入
い

れている。 

 

[危険
きけん

を見
み

つける] 

①作業員
さぎょういん

が、置
お

いてあるアンカーロープの中
なか

に足
あし

を入
い

れていたので、

アンカーロープが作業員
さぎょういん

の足
あし

に 巻
ま

き付
つ

いて海
うみ

に落
お

ちる。 

アンカー 
小型
こがた

船
せん

 

アンカーロープ 

の輪
わ
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[危険
きけん

を防
ふせ

ぐ] 

①アンカーロープが作業員
さぎょういん

の足
あし

に 巻
ま

き付
つ

いて海
うみ

に落
お

ちないようにす

るため、作業員
さぎょういん

は、置
お

いてあるアンカーロープの中
なか

に足
あし

を入
い

れない。 
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４.３ 作業
さぎょう

船
せん

にある表示
ひょうじ

（サイン） 

 

立入禁止 （たちいり きんし） 

 

表示
ひょうじ

のある場所
ば し ょ

の中
なか

に入
はい

っては いけない 

 

 

 

  

クレーンの周
まわ

りの柵
さく

に表示
ひょうじ

がある 例
じれい

 

 

ワイヤ 

ワイヤに近
ちか

づかないように表示
ひょうじ

がある例
れい
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旋回注意 （せんかい ちゅうい） 

 

クレーンが回
まわ

ると まわりの ものに あたるので注意
ちゅうい

する 

 

 
  

クレーンの回
まわ

る部
ぶ

分
ぶん

に表示
ひょうじ

がある例
れい
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はさまれ注意 （はさまれ ちゅうい） 

 

指
ゆび

や手
て

を はさんで けがをするので注意
ちゅうい

する 

 

 

 

指詰注意 （ゆびづめ ちゅうい） 

 

指
ゆび

を はさまれ けがをするので注意
ちゅうい

する 

 

 
  

ビットの近
ちか

くに表示
ひょうじ

がある例
れい

 

ふた 

開
あ

け閉
し

めする ふた に表示
ひょうじ

がある例
れい
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開口部注意 （かいこうぶ ちゅうい） 

 

ふた や入
いり

口
ぐち

が開
あ

いて落
お

ちる場所
ば し ょ

が あるので注意
ちゅうい

する 

 

 

  

ふた 

開
あ

けた ふたに表示
ひょうじ

がある例
れい

    開口部
かいこうぶ

の周
まわ

りの柵
さく

に 

表示
ひょうじ

がある例
れい
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転落注意 （てんらく ちゅうい） 

 

落
お

ちて けがをする場
ば

所
し ょ

が あるので注
ちゅう

意
い

する 

 

 
  

作業
さぎょう

船
せん

の甲板
こうはん

の海側
うみがわ

に表示
ひょうじ

がある例
れい
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足もと注意 （あしもと ちゅうい） 

 

落
お

ちたり つまずいたり するので足
あし

の 周
まわ

りに注意
ちゅうい

する 

 

 

  

作業
さぎょう

船
せん

に乗
の

り降
お

りする場
ば

所
しょ

に 

表
ひょう

示
じ

がある例
れい

 

段差
だんさ

のある出入り口
で い り ぐ ち

に表示
ひょうじ

がある例
れい
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頭上注意 （ずじょう ちゅうい） 
 

頭
あたま

を ぶつけて けがをするので注意
ちゅうい

する 
 

 

  

船内
せんない

通路
つうろ

のせまい場所
ばしょ

に 

表示
ひょうじ

がある例
れい

 

せまい入
いり

口
ぐち

や出口
でぐち

に表示
ひょうじ

がある例
れい
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酸欠注意 （さんけつ ちゅうい） 

 

空気
く う き

が うすく 息
いき

が できなくなるので注意
ちゅうい

する 

 

 

 

  

作業
さぎょう

船
せん

の甲板
こうはん

の上
うえ

の船底
ふなぞこ

への入口
いりぐち

に表示
ひょうじ

がある例
れい

 

開
あ

け閉
し

めできる ふた の上
うえ

に表示
ひょうじ

がある例
れい

 

ふた 
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安全通路 （あんぜん つうろ） 

 

安全
あんぜん

に移動
い ど う

するための場所
ば し ょ

 

 

 
  

柵
さく

に表示
ひょうじ

がある例
れい

    甲板
こうはん

の上
うえ

に表示
ひょうじ

がある例
れい
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昇降階段 （しょうこう かいだん） 

 

昇
のぼ

り 降
お

りをするための場所
ば し ょ

 

 

 

  

階段
かいだん

の近
ちか

くの よく

見
み

える壁
かべ

に表示
ひょうじ

があ

る例
れい
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安全帯使用 （あんぜんたい しよう） 

 

高
こう

所
しょ

作
さ

業
ぎょう

なので 必
かなら

ず安
あん

全
ぜん

帯
たい

を使
つか

う 

 

 

  

高所
こうしょ

への階段
かいだん

の入口
いりぐち

に表示
ひょうじ

がある例
れい
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整理整頓 （せいり せいとん） 

 

使
つか

ったものは 元
もと

の場所
ば し ょ

に 片
かた

付
つ

ける 

 

 

 

禁煙 （きんえん） 

 

たばこを 吸
す

っては いけない 

 

 
  

資
し

機材
きざい

を入
い

れる倉
そう

庫
こ

の壁
かべ

に表示
ひょうじ

がある例
れい

 

よく見
み

える壁
かべ

に表示
ひょうじ

がある例
れい

 



217 

 

火気厳禁 （かき げんきん） 

 

火
ひ

を使
つか

っては いけない 

 

 

 

 

危険物品持込み厳禁  

（きけんぶっぴん もちこみ げんきん） 

 

危険
き け ん

な物
もの

を 持
も

ってきて 船
ふね

に乗
の

っては いけない 

 

 

  

よく見
み

える壁
かべ

に表示
ひょうじ

がある例
れい

 

よく見
み

える壁
かべ

に表示
ひょうじ

がある例
れい
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消火器 （しょうかき） 

 

火
ひ

を消
け

す道具
ど う ぐ

が置
お

いてある場所
ば し ょ

 

 

 

 

  

格納箱
かくのうばこ

（箱
はこ

の中
なか

に消火器
しょうかき

が

入
はい

っている）と設置
せっち

してある

場所
ばしょ

に表示
ひょうじ

がある例
れい
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出典 

 

このテキストを作成するにあたり、以下の書籍等の一部を転載あるいは引用し、日

本港湾空港建設協会連合会の責任において加工しています。 

 

１．港湾工事安全施工指針（社団法人 日本埋立浚渫協会） 

２．作業船のしおり（社団法人 日本埋立浚渫協会） 

３．港湾工事 安全教育マニュアル（社団法人 日本埋立浚渫協会） 

４．港湾工事施工ハンドブック（一般財団法人 港湾空港総合技術センター） 

５．作業船団安全運航指針（社団法人 日本海上起重技術協会） 

６．ウインチ運転者必携（建設業労働災害防止協会） 

７．玉掛け作業者教本（一般社団法人 全国登録教習機関協会） 

８．墜落防止のための安全設備設置の作業標準マニュアル（厚生労働省） 

９．労働災害防止計画（厚生労働省） 
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